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1 はじめに
これらの取扱説明書は、資格を有する体外循環技士が CONNECT ソフトウェア
を使用および操作する際に参照するためのものです。

1.1 概要

CONNECT には、個別のパソコンにインストールするソフトウェア(CONNECT Manager) 、
および、Datapad を使用して術中にデータを記録するためのソフトウェア
(CONNECT Recorder)が含まれています。

CONNECT Manager ソフトウェアの操作は、Windows プログラムの操作と同等
です。マウスでクリックすることにより機能にアクセスしたり、キーボード入
力でそれらを選択することができます。Windows の経験をお持ちでない場合
は、CONNECT ソフトウェアの使用を開始する前に、Windows のマニュアルを
参照し、一般的な手順に習熟していただく必要があります。
術中のソフトウェア操作は、Datapad のタッチスクリーンを介して行ないます。

2つのソフトウェアが独立しているため、複数の手術チームは同時にソフトウェア
を使用することができます。この2つのソフトウェアは、CONNECT Managerが
インストールされたパソコン内のデータにおける一貫性を保証します。すべての
記録されたデータは、１つの場所で収集、アーカイブ、評価することができます。

CONNECT Manager CONNECT Recorder
(Datapad)

HLM

装置が接続された 
E/ Pパック：

コントロールおよびモニタリング
（レベルや圧力のモニタリングなど）

外部装置
（患者モニタ、

血液ガスモニターなど）

ポンプと
マストポンプシステム

...

シリアルインターフェース
を経由する接続

データ交換
（USB スティックを使用,

LAN, WLAN)
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CONNECT Manager を使用することにより、キーボードを介して患者とケース
データを簡単に手動で入力することができます。さらに、追加のデフォルト体外
循環設定は、事前に設定することができます。病院関連の固有の情報（手術チー
ムのメンバー、使用するディスポーザブル製品など）は、CONNECT Managerが
インストールされたパソコン に記録され、必要に応じて異なる組み合わせて再利
用することができます。
USB スティックまたは LAN 接続を使用して Datapad にデータを転送することがで
きます。Datapad は、シリアルインターフェースを介して HLM に接続されます。

すべてのデータは、術中に記録されます。HLM および接続された外部機器から
提供されるデータの他、測定データと手動で入力されたデータ（投与された薬
物、ラボデータ、コメントなど）も記録されます。
手術後、データの完全なセットは、さらなる評価のために USB スティックを使
用してCONNECT Managerがインストールされたパソコンに転送されます。
PC では、更なる情報の追加、体外循環記録（レポート）の作成、統計的評価の
実行、およびデータのさらなる処理を行うことができます。

また、選択された体外循環パラメータのセットアップは、Datapad で直接行う
こともできます。体外循環は、変更した設定を使用して投与されます。手術後、
これらの設定は、USB スティックまたは LAN 接続を介してCONNECT Manager
がインストールされたパソコン に転送することができます。以前 CONNECT
Manager に保存された設定は上書きされます。

1.2 記号

この取扱説明書で使用されている記号は、ユーザーが重要な記載を迅速に見つ
けられるように使用されています。記号は次の意味があります。

この記号は警告を示します。!

この記号は注記を示します。!

この記号は追加情報を示します。これは実用的なヒント、ヘルプテキスト、ま
たはバックグラウンド情報です。i
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ソフトウェアで使用されている記号の意味についてはこの取扱説明書の対応する
章を参照してください。

>>> 取扱説明書の対応する別の参照する章を示します。そこでは、そのトピック
の詳細または補足情報を参照することができます。
例： 記号 節、 1.2 ページ。
これらの参照は、対応する章や節の見出しと実際のページ 1.2 を示して
います。PDF ファイルでは、この節をマウスでクリックして直接開くこと
ができます。

表記規則 斜字体の用語は常にボタンの名前、ダイアログボックス、ウィンドウの
項目、プログラムなどを示します。

◗ プライマリリスト（メイングループ）または指定された順序で実行されなけ
ればならないステップの順序を示します

– セカンダリリスト（サブグループ）を示します
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使用される用語と略語
用語 意味

CONNECT CONNECT には、CONNECT Manager と CONNECT Recorder ソフトウェアが含まれ
ています。

CONNECT Manager このソフトウェアは、患者データとケースデータを準備・編集し、データ記録
を処理します。（統計など）

CONNECT Recorder 術中に使用するデータ記録ソフトウェア

GDP Monitor Goal Directed Perfusion Monitor (略して「GDP Monitor」)
酸素供給量、酸素消費量および二酸化炭素産生量の点で患者の状態を判定し、
可視化します。

HeartLink 
セット

リヴァノヴァ HeartLink セットには、カードリーダーと対応するホルダーが含まれて
います。カードリーダーは無線 ID タグ (RFID) を使用して非接触でデータを記録
します。

S5システム S5 システムは、 モジュール式の人工心肺装置です。
(この場合は全体的なシステム）

HLM 人工心肺装置

Datapad 手術の際に自動的にデータを記録するオペレーティングシステムを統合したタッチ
スクリーンを有するコンピュータです。また、コメント、薬剤および測定データ
の情報を手動で入力できます。

ドングル コピープロテクトキー（また、「ハードロック」とも呼ばれる）
CONNECT Manager および CONNECT Recorder ソフトウェアコンポーネントには
ドングルが提供されます。適切なドングルを、PC  および Datapad のUSBポート
に挿入する必要があります。

PC パーソナルコンピュータ：
手術室の外にある個別のコンピュータ

CD コンパクトディスク：
ソフトウェアを含むデータ記憶媒体

USB スティック ユニバーサルシリアルバスメモリースティック（取り外し可能な媒体）：
ソフトウェアを含むデータ記憶媒体

OR 手術室

UID 固有の識別子（Unique identifier）
この UID は、システムデータの定義を作成する際に定義され、設定されると変
更できません。

ATS 自己血回収システム

BSA 体表面積 

EF  駆出率

NYHA  心疾患の分類 （当初はニューヨーク心臓協会発行）
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>>> ユニットの名称の詳細については 付録 節、9.1 ページを参照してください。

RFID 無線 IDタグ、
HeartLink RFID カードを装備しているディスポーザブル製品（チューブセット
など）の製品情報は、キーボードを使用して入力されていません。 この情報は、
放射される電磁波により識別されます。データはカードリーダーを使用して自
動的に「ケースデータ / 製品タブ」にインポートされます。

ACT 活性化凝固時間（Activated clotting time）、
凝固を判定するため測定

FFP 新鮮凍結血漿（Fresh frozen plasma）、
急速凍結されたヒト血漿

ID 識別子、
記録された患者データは、病院固有の識別番号（患者 ID）を用いて特定の人に
割り当てることができます。また、患者データは、姓（ラストネーム）、名
（ファーストネーム）または生年月日を使用して割り当てることができます。

PDF
pdf

ポータブルドキュメントフォーマット。
（トランス）ポータブルドキュメントフォーマット
オペレーティングシステムに関係なく、フォーマットの問題なく任意のプラッ
トフォームで読み取り、印刷できる文書用ファイル形式。

HIS 病院情報システム
病院内のデータを処理するために情報技術を使用するシステムの総称。HIS は、
医療および非医療データを収集、処理、管理、転送するために使用されます。

ECC 体外循環

Hb ヘモグロビン：赤血球色素

LAN ローカルエリアネットワーク
CONNECT Manager から CONNECT Recorder に、および CONNECT Recorder から 
CONNECT Manager にデータを転送するためのオプション（USB スティックに
代わる）
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1.3 安全

1.3.1 適合規格・基準

CONNECT は、以下の基準および規制に従ってリヴァノヴァ人工心肺装置の
システムコンポーネントとして開発されています。 

1.3.2 使用目的

◗ CONNECTはリヴァノヴァ人工心肺装置専用のモジュール式に構成されたプログラム
パッケージです。本システムは、体外循環中におけるデータの詳細な記録、および、
このデータの処理や評価を可能にします。
データを自動的に記録したり、手動で入力することもできます。

使用説明書 : ◗ この仕様を逸脱した使用は意図されていません。
リヴァノヴァ ドイツ社 は、これらの使用に起因するいかなる損害に対しても
一切の責任を負いません。意図される使用には、取扱説明書の遵守および取扱
説明書に概説されている定期的なメンテナンスも含まれています。

◗ 使用する国の事故防止の規制、および他のすべての国際的に認められた健康と
安全規制を遵守する必要があります。リヴァノヴァ ドイツ社は、これらの
規制に対する違反に起因するいかなる損害に対して一切の責任を負いません。

◗ リヴァノヴァ ドイツ社 は、安全性や操作指示の不遵守または、細心の注意の
不履行に起因する傷害および/または物的損害に対する責任は負いません。
細心の注意を払う義務があることが明示的に記載されていない場合でもこれは
適用されます。

EN 62304 – 医療機器ソフトウェア - ソフトウェアライフサイクルプロセス

93/42/EEC – 本製品は医療機器指令 93/42 / EEC の基準に準拠しています。

DIN EN ISO 13485 – 品質マネジメントシステム
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1.3.3 禁忌

◗ CONNECT に対する既知の禁忌はありません。

1.3.4 規制と安全に関する事項

安全に関する一般的な事項 ◗ CONNECT が稼働するシステム全体の安全指針は、CONNECT にも適用されます。

◗ CONNECT は、訓練を受けた適切な資格をもつ体外循環技士のみが使用する
ことができます。また、訓練を受けた適切な資格をもつ担当者のみがメンテ
ナンスを行ってください。

◗ オペレーターは、 CONNECT を最初に操作する前に、この取扱説明書を熟読
し、機能を熟知している必要があります。

◗ CONNECT は認定されたサービス技術者による定期保守点検を受ける必要があ
ります。 CONNECT は、稼働時間1000毎、または、12ヶ月毎のいずれか早い時
点に保守点検を実施する必要があります。

◗ CONNECT が稼働するシステム全体の定期的なメンテナンスとケアに関する
規定は、CONNECT にも適用されます。

◗ ソフトウェアの表示のみに基づく診断および体外循環への介入は行わないで
下さい。
ソフトウェアにより決定されたデータは妥当性を確認する必要があります。

◗ システム全体と併用するすべてのディスポーザブル製品は、適用される環境
法規制に従って廃棄する必要があります。これらを廃棄する際は、病院の規
則を遵守してください。

◗ 手動で入力された値とデータは、対応するデータソースと一致していること
を確認してください。手動で入力された値とデータは妥当性を確認する必要
があります。

◗ 追加の装置を接続すると、医用電気システム（ME システム）が生成され、
安全性に影響を及ぼす可能性があります。接続する医療機器が、IEC60601-1 
に適合していることを確認してください。
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使用時の安全に関する指示 ◗ CONNECT およびシステム全体は、動作中は常に訓練を受けた資格を有する
体外循環技士により監視されなければなりません。デバイスを監視する責任
に従わない場合、患者に危険を与える可能性があります。安全機能は、ユー
ザーをサポートすることを意図していますが、ユーザーは常にシステムを監
視する責任があります。

◗ 患者の状態、および、体外循環の状態は連続的に監視される必要があります。
◗ すべての画面やディスプレイの表示が遮られないように、システム全体を
セットアップします。

◗ 常に、遮られることなくタッチスクリーン、キー、およびコントロール設定
にアクセスできることを確認してください。

◗ ユーザーは手動でデータを入力する時は、十分に注意する責任があります。
妥当性を確認するために、計算されたデータもチェックする必要があります。

◗ CONNECT Recorder の体外循環画面で、液体の増加と減少が水分バランスとして
表示することができます。ソフトウェアの表示のみに基づく診断および体外循環
への介入は行わないで下さい。

◗ 測定されたヘマトクリットデータと計算されたヘマトクリットデータを比較
してください。計算されたデータにのみ基づく診断および体外循環への介入
は行わないで下さい。

◗ 妥当性を確認するするために、さらに GDP Monitor に表示されるデータを
チェックする必要があります。表示されたデータが設定された制限値、また
は、その結果の比率の上限を超えた場合、または、下限を下回る場合、警告
が表示されます。 

◗ 患者 ID を確認してください。ラボデータ（酸素飽和度およびヘマトクリットの
ラボ調整）が適切な患者に割り当てられていることを確認します。

◗ 使用している血液製剤を確認してください。ソフトウェアの血液型情報を基
にして血液製剤を選択することはできません。血液製剤の選択については、
所属する病院の指定された手順に従ってください。

◗ 体外循環記録（レポート）にのみ基づく診断および体外循環への介入は行わない
で下さい。

◗ 表示されたデータから予測される傾向のみに基づいて体外循環への介入の決定
をしないでください。
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データセキュリティに関
する注意事項

これらは、コンピュータとデータの一般的な取り扱いに関する注意事項です。

◗ CONNECT ソフトウェアがインストールされている PC を保護するためにアン
チウイルスソフトウェアを使用してください。病院ネットワークがファイア
ウォールまたは類似するセキュリティシステムにより保護されていることを
確認してください。

◗ アンチウイルスソフトウェアおよびファイアウォールを使用して PC を保護
してください。動作の信頼性を確保するために、定期的にアンチウイルスソ
フトウェアおよびファイアウォールを確認して更新してください。

◗ 病院内のすべての Datapad デバイスがアンチウイルスソフトウェアにより
保護されていることを確認してください。リヴァノヴァ ドイツ社は、 追加的
なアンチウイルスソフトウェアをインストールしません。監視を最適化し、
簡易に更新できるように病院内のすべての PC は、同じアンチウイルスソフト
ウェアにより保護されている必要があります。システムのセキュリティは、
ユーザーの責任になります。

◗ 不正アクセスから保護するために、CONNECT ソフトウェアがインストール
されている PC にはパスワードを設定してください。　動作中は PC から離
れないでください。すべてのデータのセキュリティは、ユーザーの責任にな
ります。

◗ PC のすべてのデータを定期的（可能であれば毎日）にバックアップしてくだ
さい。適切なバックアップメディアを使用してください。

◗ すべてのデータのセキュリティは、ユーザーの責任になります。患者データ
は、第三者による不正アクセスから保護されなければなりません（例えばパ
スワードを使用する）。印刷された体外循環記録は、安全な場所に保管する
必要があります。

◗ データのプライバシー保護に関連するすべての情報は、USBスティックに
データを転送する際に暗号化されます。これにより第三者による不正なアク
セスを防止します。

◗ データ転送に使用する USB スティックにウイルスがないことを確認してく
ださい。データを転送に使用する前に、PC の最新のアンチウイルスソフト
ウェアを使用して USB スティックにウイルスがないことを確認してください。

◗  CONNECT Manager と CONNECT Recorder の 2 つのソフトウェアコンポーネント
間でデータを転送する際は、必ず専用のUSB スティックを用意して、使用して
ください。ウイルスおよび / またはマルウェアからシステムを保護するために、
他のアプリケーションでは専用の USB スティックを使用しないでください。

◗ 取り違えやデータの損失を防ぐために、USB スティック（リムーバブルメディア）
にはラベルまたはマークを付けて下さい。

◗ データ転送後、毎回患者データを確認してください。手術開始前に、必要な
すべてのデータが正しく完全に転送されていることを確認してください。

◗ LANで転送する場合、接続を確立する際に現在の暗号化方式に注意してください。
必要に応じて、貴院の情報システム部門にお問い合わせください。

◗ 無線 LAN 経由の転送を必要としない場合、この機能は Datapadで無効にする
必要があります。無線 LAN による転送を使用する場合、無線 LAN を介した 
Datapadへの不正アクセスを防止するようにセキュアなワイヤレスネットワーク
を構成する必要があります。
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1.4 ライセンス

CONNECT Manager および CONNECT Recorder の両方のソフトウェアコンポーネン
トにはライセンスが必要です。ライセンスは、一般的な契約条件の一部です。
CONNECT Manager のソフトウェアコンポーネントのライセンスは、認定されたサー
ビス技術者によるソフトウェアのインストールにより受けることができます。
>>> ライセンス契約の詳細については、ライセンス契約節、9.13ページを参

照してください。

CONNECT Recorder のソフトウェア ·コンポーネントのライセンス は、提供され
た Datapadおよびプリインストールされたソフトウェアに含まれています。

ドングルは、購入されたすべての CONNECT Manager のソフトウェア ·コンポー
ネントのライセンスに含まれています。ドングルは、PC の USB ポートに差し
込みます。CONNECT Manager のソフトウェア ·コンポーネントの使用は、60
日間の限定ライセンスの対象となります。無制限に使用するためのライセンス
については、弊社担当営業にお問い合わせください。
ご購入されたライセンスの数に応じて、複数の PC で CONNECT Manager のソフ
トウェア ·コンポーネントを使用することができます。
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2 ハードウェア / ソフトウェアの要件
追加の装置を接続すると、医用電気システム（ME システム）が生成され
安全性に影響を及ぼす可能性があります。接続する医療機器が、 IEC60601-1 
に適合していることを確認してください。

CONNECT Manager のソフトウェアコンポーネントは、認定を受けたサー
ビス技術者によりインストールされる必要があります。
Datapadは、CONNECT Recorder ソフトウェアコンポーネントが既にイン
ストールされた状態で提供されます。

2.1 パーソナルコンピュータ（PC）

次のオペレーティング ·システムを搭載したコンピュータ
–

モニター：
ユーザーインターフェースは 1024 x 768  ピクセルの画面解像度に最適化されて
いるので、これ以上の解像度のモニターを使用してください。

データベース：
– Microsoft SQL Server2008 R2 以上（Express Edition 以上）

ハードディスクの空き容量の要件は、作成されたデータベース記録数の
増加に応じて増加するので注意してください。十分な空き容量が、いつ
でも利用可能であることを確認してください。

推奨事項：

アプリケーションのパフォーマンスは、使用するハードウェアの構成に直接
影響されます。

>>> 要件についての詳細情報は、 仕様書 節、9.1 ページをご覧ください。

!

!

!

Microsoft Windows XP service pack 3 または
Microsoft Windows 7 / Windows 10

CONNECT Manager ソフトウェアと Microsoft SQL Server 2008 R2 / 2014 SP3 / 
2017データベースは 2ギガバイトの RAM をもつ最先端の PC にインストール
してください。
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2.2 インターフェースモジュール

S5システム：
CONNECT ソフトウェアの完全な機能を保証するためには、ファームウェアバー
ジョン R3.14 以上のインターフェースモジュールを使用する必要があります。

使用するインターフェースモジュールが要件を満たしていない場合、機
能は制限されます。

最新のハードウェアとソフトウェアバージョンとそのコンポーネントが
システム全体で使用されている場合にのみ、CONNECT ソフトウェアのす
べての機能を保証することができます。

必要に応じて、弊社担当営業までお問い合わせください。

2.3 Datapad と HeartLink セット

Datapad:
– システム全体のマストシステムに取り付けます（ファストクランプコネクタ

付きマストホルダーを使用）
– 適切なインターフェースモジュールを介して HLM に接続します

HeartLink セット：
– 適切なホルダーにカードリーダーを設置します
– Datapad に接続します (USB ポート)

>>> Datapadおよび CONNECT Recorder ソフトウェアを使用したカードリー
ダー操作の詳細については、HeartLink セット節、ページ 5.1 を参照して
ください。

詳しい説明
– Datapad または HeartLink セットの取り付け、接続および
– 技術的な仕様については、
Datapad および / または HeartLink セットの別の取扱説明書を参照してください。

!
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3 CONNECT Manager

3.1 ワークフロー

CONNECT Managerに含まれるCONNECT ツールは、手術室で生成されたデータの
管理を簡便化します。概念は術前、術中および術後のデータ測定を記録する体
外循環技士のワークフローに基づいています。

さらに、本概念は、手術室外での (医師などによる）統計の作成、および、病
院経営者、または他の部門による評価も可能にします。

3.1.1 CONNECT Manager 設定 / 基本設定

CONNECT Manager 設定では、ニーズに応じた、基本設定ができます。例えば、
次のような一般的な情報を入力することができます。

◗ 病院の住所
◗ 手術チームおよびスタッフ
◗ レポートのテンプレート

さらに、次を含むリストボックスを構成することができます。

◗ 診断や術式に関する臨床データ
◗ 一般的に使用されるディスポーザブル製品の概要
◗ HLM の機器および他の接続された装置

◗ 一般的に使用されるプライミングセット
◗ 血液データ、ラボデータ、凝固データ
◗ 使用するインプラント
後で体外循環記録に入力される他の手術関連のパラメータ、および選択で利用
可能になるパラメータ。

さらに、設定は CONNECT Manager ソフトウェアで事前に構成し、

◗ 体外循環画面および 

◗ タグクラウドに表示されるチャートのレイアウトや表示を定義することが
できます。

装置およびデータの設定のために一般的に使用されるデータが提供されます。
また、項目（エントリ）を追加することができます。体外循環中にイベントを
「有効」にして記録することができます。
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CONNECT Manager ソフトウェア内のすべての設定を構成することはできないの
でご注意ください。XML 形式に保存されたデータの変更については、サービス
部門にお問い合わせください。XML ファイルは変更しないでください。変更さ
れた場合は、機能性を保証することはできません。

設定に保存されたプリセットは、Datapad に転送する必要があります。
Datapad には、プリセットのカスタマイズのオプションがあります。また、
ユーザープロパティの設定を修正または調整することもできます。

CONNECT Recorder

構成/設定

プリセットの選択

アプリケーションのプロパティの修正
（プログラムのプロパティ）

CONNECT Manager

構成/設定

プリセットの入力

アプリケーションのプロパティの定義
（プログラムのプロパティ）

データ交換
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3.1.2 CONNECT Manager 設定 / 毎日の作業

詳細な設定手順を利用すると、患者の治療のための新しい症例データを作成す
る際に、PC から簡単に基本的な設定を選択することができます。
基本的には、個人情報、指定された手術データ、患者の体格に関する情報のみ
が症例データとして入力されます。選択リストから更なる情報を症例データに
追加することができます。
また、CONNECT Recorder ソフトウェアに転送する前に、以前に作成された症例
データを変更または編集することができます。

毎日のワークフローを簡便化するために、ソフトウェアはメディカルリスト（診断、
アレルギー、リスク因子など）を提供します。また、一般的に使用されるシス
テムデータは事前に構成された既定データとして提供されます。RFID カードを
同梱したディスポーザブル製品のデータは、カードリーダーを使用して直接読
み込むことができます。
CONNECT Manager ソフトウェアの症例データの表示は、CONNECT Recorder ソ
フトウェアの表示のデザインと似ています。

CONNECT Manager CONNECT Recorder

術前データ入力 

患者と症例のデータの入力

術前データ入力 

患者と症例
のデータの入力

カードリーダー
(HeartLink セット)

患者と症例データの修正 

術中のデータ記録

データの自動記録 
(外部装置によるアウトプット)

測定データ、投与された薬物を記録など 

手動入力の文書化
(コメント、イベントなど) 

術後データ記録

不足しているデータの追加

統計的評価

外部循環記録を作成中

データ交換

データ交換
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本取扱説明書は、想定される手順を説明します。実際の手順は、所属する
医療機関における手順に従う必要があります。この判断はユーザーの責任
になります。

本取扱説明書の図に関する注意事項
本取扱説明書の画面コンテンツの図(スクリーンショット）は、視覚的な
表示とコンテンツの例です。実際の表示は、使用しているオペレーティング
システムとカスタマイズされたシステムの設定に依存します。

3.2 CONNECT Manager の起動

複数のユーザーが（ネットワークを介して）同時に設定メニューにアク
セスする場合、ソフトウェアは、1 人のユーザーのみが設定メニュー内
のデータにアクセスできるようにします。

◗ Windowsを起動します。

◗ CONNECT Manager ソフトウェアを開きます。

起動画面が表示されます。

◗ 設定をクリックして設定メニューを開きます。

!

i

!
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3.2.1 CONNECT Manager ユーザーインターフェースの概要
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機能 / 、はていつに明説の順手な細詳味意
次を参照してください。

1 CONNECT Manager ユーザーインターフェース

2 ナビゲーションバー 各ページ（レポートと設定）をアクセスす
るためのナビゲーションバーは、ディスプ
レイエリアに表示されます。

3 タブ タブ付きページ（個別の項目を分類するた
めの並べ替えツール）、インデックスカード
(略して｢タブ」）

4 症例データ メインパネル この設定セクションでは、選択リストのエ
ントリを作成することができます。
– 患者の詳細情報 (体格、臨床データ )
– 手術チーム、使用された機器、プライミ
ングセット、およびチェックリストの選
択リスト

– 血液データ、ラボデータ、凝固データの
選択リスト

– 使用されたインプラントに関する情報

>>> 症例データの構成 ペー
ジ 3.11 

5 体外循環画面 メインパネル この設定セクションでは、選択リストを使
用してDatapad の体外循環画面の表示を定
義します。
– 体外循環中のデータが記載されたバー、
チャート、データ表

– 利用可能なデータの定義、および、ガス
流量データ、ラボデータ、凝固データ、
および心筋保護データの表 

– タグクラウド表示のオプション

>>> 体外循環画面の構成 
ページ 3.61 

6 装置とデータ メインパネル この設定セクションでは、体外循環中に記
録されたデータとイベントが定義されます。
システムデータは定義され、装置データに
マッピングされます。

>>> 装置およびデータの構成 
ページ 3.96 

7 サブグループ

8 基本設定メインパネル ユーザー管理
レポートパス

>>> 基本設定 ページ 3.105

9 コンテンツパネル レポートおよび設定の表示エリア

10 選択リスト 閉じているときの表示例

11 選択リスト 開いているときの表示例 (ここでは、患者モニター)

12 変更を破棄するためのボタン

13 変更を保存するためのボタン

14 Manager へ戻るためのボタン

15 設定を転送するためのボタン >>> データ転送 ページ 3.134データを転送するメニューを開く
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3.2.2 一般的なボタン、表示と手順

下矢印 a をクリックして、ダイアログボックスの選択リストを開きます。

選択リスト内の複数の項目は、CONNECT ソフトウェアのインストール時
にデフォルトとして設定されています。これらの設定は、入力の手間を
最小限に抑えることを意図しています。所属する医療機関の要件に応じて、
これらすべての選択リストを編集およびカスタマイズすることができます 。

リストの選択を変更すると、赤い感嘆符とディスクのアイコン b が表示されます。 
「変更を保存」ボタン（ c ）をクリックして選択を保存します。赤い感嘆符と
ディスクのアイコンはクリアされます。
選択を保存せずに選択リストを終了すると（異なる選択リストをクリックしたり、
選択リストを終了すると）、変更は有効になりません。この場合、赤い感嘆符と

「ディスクアイコン」（ d ）は、選択を保存せずに異なる選択リストに切り替えたこと
を示します。

a

f c

d

e

h

b

g

i
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変更が間違っている場合や不完全な場合は、赤い点（ e ）が示されます。選択
リストに戻り、ダイアログボックスに表示される指示に従ってください。

変更した選択を適用しない場合、または最後に保存された選択に戻るには、「変更
を破棄」（ f ）をクリックします。すべての点はクリアされます。

異なるタブを開く場合 ( 同じメイングループ内で )、選択リストへの変更は、通
知することなく適用されます。そのため、赤い感嘆符とディスクアイコン d は、
タブを再度開いた時には表示されません。すぐに、Manager へ戻る場合hでも
選択リストの変更は適用されます。

データ転送メニューを開くためには、設定を転送 ボタン g をクリックします。

設定を終了して起動画面に戻る場合は、Manager へ戻るボタン h をクリックし
ます。
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以下は、デフォルトとして設定された表のダイアログボックスです。

利用可能なデータ項目の表の行 a をクリックします。選択された行は、自動的
に選択されたデータ項目の表の最後の位置に移動します。位置を変更するには、
選択されたデータの表の行を選択し、矢印b を使用して位置を上下に移動します。
選択されたデータ項目の表から利用可能なデータ項目の表に行を移動するには、
移動する行をクリックします。選択されたデータ項目 の表から行を削除するに
は、c ボタンを使用します。

組み込まれたソート機能を使用して両方の表の表示順序を変更することができ
ます。 これを行うためには、表 d のヘッダーをクリックします。ソート順は、
表示される矢印（昇順または降順）により示されます。
両方の表の列幅は、ヘッダ内の垂直バー  e を移動して調整することができ
ます。
バー f を上下にスライドして表をスクロールします。

c

b

d
e

a

f
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また、以下も適用されます。
– グレー表示のボタンを有効にすることはできません。
– 選択リスト内の選択されたボタンまたは行はオレンジ色で強調表示されます。
– 選択リストの構成時に入力エラーや入力漏れが発生した場合、対応するボタ
ンの色が青からグレーに変わります。また、次のメッセージテキスト（オレ
ンジ色）が表示されます。

– 現在選択されているタブは、分かりやすくするために強調表示されます。
ほとんどのこれらの機能は CONNECT Recorder ソフトウェアでも利用可能です。
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3.3 症例データの構成

患者の治療のための新しい症例データを作成する際などに、 CONNECT Manager 
でプリセットを定義することができます。CONNECT Recorder のプリセットにア
クセスするには、これらのプリセットが PC から Datapadに転送されている必要
があります。USB スティックまたは  LAN 接続を使用して データを転送します。

データ転送メニューを開くためには、「設定を転送」ボタンをクリックします。 
>>> データ転送 ページ 3.134

3.3.1 術前の症例データ

患者データ 患者データを入力するには、「症例データ メインパネル」の「患者データタブ」
を選択します。

a
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◗ 紹介元  a と タイトル b の選択リストを開きます。
– 紹介元の選択リストでは、紹介元の医師または部門を入力することができ
ます。

 

– タイトル 選択リストでは、患者の名前、役職、および職業を入力すること
ができます。

◗ 変更を保存するボタンをクリックして変更された選択リストを保存します。

このセクションで説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの次の場所からご覧いただけます。
>>> 患者データ ページ 4.26

b
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体格 患者の体格に関する情報を入力するには、症例データメインパネルの体格タブ
を選択してください。

◗ 対応する選択リストを開きます。
– 体表面積を計算するためのさまざまな数式は体表面積（BSA）タブ c から利
用できます。後で体外循環画面上に表示される体表面積のデータ（BSA）
は、このタブで選択された数式を用いて、入力された患者の身長および患者
の体重データに基づいて自動的に計算されます。数式の作成のための根拠
は、数式の隣にある括弧内に表示されます。この例では、おおよその体表面
積を決定するために選択した式は、デュボア法に基づいています。 
体表面積を決定するために数式を使用しないで、手動で体表面積を入力する
こともできます。

c
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– 計算された流量の選択リスト d は、流量を決定するための様々なオプション
を提供します。流量は、事前に構成された表を用いて決定することができま
す。または、手動で入力することもできます。

– 手術前に患者に投与された薬剤は、前投薬の選択リスト eで構成することが
できます。

d

e
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– 患者の医学研究の参加に関する情報は、研究の選択リスト  f から提供するこ
とができます。

– アクセス部位 g および緊急性 h には、使用された外科的術式や手術の緊急性
についての情報が含めることができます。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder ソフト
ウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 体格 ページ 4.27

f

h

g
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臨床データ 補足的な臨床患者データを入力するには、症例データ メインパネルの臨床デー
タタブを選択します。

– 患者の診断された疾患に関する情報（診断）は、 診断 選択リスト aで保存す
ることができます。

a
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CP_IFU_45-90-14_JPN_001 3.17

– 術式 選択リスト b から、実施する手術のタイプに関する情報を保存するこ
とができます。

– リスク選択リスト c からは、手術される患者のその他のリスクに関する情報
を保存することができます。

b

c
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– アレルギー選択リスト d からは、患者に過敏性反応を引き起こす可能性のあ
る物質および薬剤に関する情報を構成することができます。

– 患者の既存の病気に関する情報は、感染症選択リスト e に保存します。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder ソフト
ウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 臨床データ ページ 4.28

d

e
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手術チーム 部門別リストを作成するには、メインパネル症例データの 手術チームタブを
選択してください。

 

手術チーム 選択リストでは、すべてのメンバーのリストを記載し、部門または
タスクに応じてメンバーを提供されるリストに直接割り当てることができます。 

ドロップダウンリストボックスから部門 a を選択します。選択リスト b では、
すでに入力された名前を選択、またはリストに名前を追加することができます。
割り当てリスト c をクリックして、完了した選択リスト b を選択された部門に
割り当てます。割り当てを削除する dをクリックすると、表示されるエントリ 
g および割り当てられた部門 h は「なし」にリセットされます。

ID e を変更することもできます。また、割り当てリスト  f をクリックして、選
択リストを変更された ID に割り当てることができます。

すべての編集または追加は CONNECT Recorder ソフトウェアへの転送時に適用
されます。

g

d

e

a

c

b

f

h
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例：

◗ 部門 a を選択します。

◗ 選択リスト bの編集、削除または変更。
割り当てリスト c をクリックして、新しい選択リスト b を選択された部門 d 
に割り当てます。（ここでは「外科医」）。エントリ数も更新されます(ここ
では、5)。

a

c

d

b
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◗ 割り当てを元に戻すためには、割り当てを削除する e をクリックします。
この操作により割り当てられた部門とエントリ数 f をクリアすることが
できます。選択リストの名前 g はクリアされません。割り当てリスト  h 
をクリックして選択リストを再度割り当てることができます。

f

e

g

h
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◗ ID i を変更するには、新しい ID を入力します（ここでは、「体外循環技士 2」)。

◗ 部門 k を選択します。必要に応じて、選択リストを編集または変更します。

◗ 割り当てリスト l をクリックして、新しい選択リストと関連する部門 m 
を割り当てます。（ここでは、「体外循環技士  2」）。エントリ数も更新
されます(ここでは、3)。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 手術チーム ページ 4.31

i

k

l

m
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製品 手術室で使用されるディスポーザブル製品 a および機器 b は、 製品タブ上の明
確なレイアウトで登録することができます。また、一般的に使用されるカニューレ
 c をリストすることができます。

a

c

b
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所属する医療機関で特定のディスポーザブル製品または機器が使用されている
場合、セットとして作成することができます。個々の項目はいつでも変更する
ことができます。
ディスポーザブルセットd および製品名フィールドfの装置セットe 選択リスト
の対応する登録されたデータに名称を割り当てます。製品タブのすべての登録
されたデータはこの名称でCONNECT Recorder ソフトウェア に適用されます。

d

e

f
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ディスポーザブル製品

すべてのディスポーザブル製品の製品名、製品番号（REF）、および製造元を入
力することができます。ほとんどのディスポーザブル製品では、最大流量、プ
ライミングボリューム、およびポアサイズに関する詳細情報を入力することが
できます（人工肺、動脈フィルター、または遠心ポンプなど）。 最も一般的に
使用されるディスポーザブル製品に関する情報は事前に構成されたリストから
選択することができます。さらに、CONNECT Manager のこれらのリストを編集、
または、HeartLink セット を使用して CONNECT Recorder にインポートすること
ができます。
>>> カードリーダーの操作 ページ 5.4

ディスポーザブルタブは、以下についての情報を提供します。
– チューブセット a (最大流量などに関する情報を含む )
– 人工肺 b (最大流量、プライミングボリュームなどに関する情報を含む )
– 血液濃縮器 c (プライミングボリューム、TMP などに関する情報を含む )
– カーディオトミー d およびリザーバー e (最大流量、ボリュームに関する情
報を含む )

– 遠心ポンプ f (最大流量、プライミングボリューム)
– プレバイパスフィルター g (ポアサイズ)
– 動脈フィルター h (最大流量、プライミングボリューム、ポアサイズ)
– 心筋保護熱交換器 i (プライミングボリューム )
– 心筋保護セット k
– 自己血回収セット l

a
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b

c

d



 CONNECT • CONNECT Manager

CP_IFU_45-90-14_JPN_001 3.27

e

f

g
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h

i
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k

l
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例：
選択リストに人工肺を追加するには、人工肺タブ aを開きます。

◗ 新規 bをクリックします。

◗ 関連する製品の製品名と情報 c を入力します。

◗ 保存する dをクリックします。

a

b

c
d
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最後のエントリは選択リスト e に追加されます。変更された場合、 人工肺
タブに赤い感嘆符とディスクアイコン f が表示されます。

変更および追加を完了したら、

◗ 変更を保存する g をクリックします。

e

g

f



CONNECT • CONNECT Manager
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選択リストを保存すると、即時に ディスクアイコン h は消えます。

所属する医療機関の要件に応じて、選択リストの変更を続行します。

h
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手順は同じです。

完全なセットのデータ i を入力、または、最も重要な項目（人工肺の例のように）を
追加します。

i
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1 つのセットに複数のディスポーザブル製品を含めるためには、ディスポーザ
ブルセットタブ a を開きます。

◗ 追加 b をクリックしてウィンドウ c を開きます。

◗ セット名 d をウィンドウ e に入力します。

◗ 名称 f を保存します。

e b

c

f

d

a
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◗ 使用するディスポーザブル製品 g を選択します（ここでは、2 つの事前に
構成された「人工肺」および「自己血回収セット」）。

◗ セット 003 i に含める、その他のディスポーザブル製品 h を選択します。

◗ 変更を保存するボタン k をクリックして選択を保存します。赤い感嘆符と
ディスクのアイコンはクリアされます。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 製品 ページ 4.32

h

h

i

k

g
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機器

所属する医療機関の特定の手術室に一定の機器が装備されている場合は、 装置
セットを使用して、完全な機器を選択することができます。 個々の項目はいつ
でも変更することができます。
最も一般的に使用される機器に関する情報は事前に構成されたリストから選択
することができます。さらに、これらのリストを編集することができます。

機器タブは、以下についての情報を提供します。

– 手術室 a
– HLM b
– 送血ポンプ c
– ヒータークーラー d
– 自己血回収 e
– オンライン血液ガス分析装置 (連続血液ガスモニター ) f
– オフライン血液ガス分析装置 (血液ガスモニター ) g
– 患者モニター h
– ACT (凝固分析装置 ) i
– ガスブレンダー k
– 脳内酸素飽和度モニター l

a

b
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c

d

e
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f

g

h
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i

k
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l
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ディスポーザブル製品と機器は装置セットタブで登録することができます。

◗ 追加 a をクリックしてウィンドウ b を開きます。

◗ セット c の名称を入力します。

◗ 使用する機器を選択します。

◗ 変更を保存 d をクリックします。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 製品 ページ 4.32

a

b

d

c
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カニューレ

カニューレの詳細は カニューレ タブ a から入力することができます。

カニューレのタイプを分類するドロップダウンリストボックス b は、カニュー
レタイプタブから変更または編集できます。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 製品 ページ 4.32

a

b
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プライミング このダイアログボックスで装置のプライミング構成を選択します。
所属する医療機関で定義された構成が使用されている場合、プライミングセット a 
のタブから作成できます。または、個々のプライミングボリュームを選択する
ことができます。個々の項目はいつでも変更することができます。

a
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プライミングセットの登録をサポートするために血液ボリューム b を決定する
ための表が提供されています。

新しいプライミングセットを作成するには、(新しいプライミングセットを作
成する ) c をクリックします。

b

c
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◗ 製品名 d を入力します。

◗ リストからボリューム e と薬剤を選択します。使用される量 f を入力
します。単位は、該当する選択に割り当てられます。

新しいタブには、赤い感嘆符とディスクアイコン g が示されます。

◗ 変更を保存するボタン h をクリックして選択を保存します。

d

g

e f

h
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赤い感嘆符とディスクのアイコン i は消えます。

すべてのプライミングセットは CONNECT Recorder ソフトウェアへの転送時に
適用されます。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> プライミング ページ 4.33

i
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血液サンプルのソース 血液サンプルのソースに関する情報を含む選択リストを作成することができま
す。選択リストは CONNECT Recorder ソフトウェアへの転送時に適用されます。
選択リストは CONNECT Recorder ソフトウェアでは編集することはできません。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 血液ガス 4.34 
>>> 凝固 ページ 4.35
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血液ガス  血液ガスタブの症例データに表示するデータを選択します。

◗ 症例データに表示する利用可能なデータ項目 a を選択します。さらに、選択され
たデータ項目 b の順番を定義することができます。

>>> データを選択する際の一般的な説明、および手順については、一般的な
ボタン、表示と手順 、3.7 ページを参照してください。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> ガス流量 ページ 4.67 

ba
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凝固 症例データ - 凝固タブの症例データに表示するデータを選択します。

◗ 症例データに表示する利用可能なデータ項目 a を選択します。さらに、選択され
たデータ項目 b の順序を定義することができます。

>>> データを選択する際の一般的な説明、および手順については、一般的な
ボタン、表示と手順 、3.7 ページを参照してください。

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 凝固 ページ 4.35

ba
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インプラント インプラントタブから、手術中に挿入されたバルブとステント a 、および
使用された補助循環装置 b を選択します。
使用されたインプラントに関する仕様のセットを記録することができます。
次を含みます：
– 製品名
– 製品番号 (ref.)
– 製品の製造元
– 製品の詳細情報：コーティング、サイズ、単位、タイプ
– ポジショニングに関する補足情報 および製品の説明

さらに、バルブとステントのインプラントのタイプ c をドロップダウンリスト
ボックスから選択することができます。ドロップダウンリストボックスは、イ
ンプラントのタイプの選択リストから編集することができます。

c

ab
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この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder
 ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> インプラント ページ 4.36

b
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チェックリスト チェックリストは、手術室での作業品質を支援します。
３つのチェックリストは、事前に構成されています。次のキーエントリが含ま
れています。
– システム a
– 装置 b
– プライミング c

b

a

c
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すべての既存のチェックリストを編集することができます。

◗ 対応する空白の行 a を選択します。

◗ エントリを入力します b。変更した場合は、システムタブには赤い感嘆符と
ディスクアイコン c が表示されます。

◗ 変更を保存をクリックして変更を確認します。赤い感嘆符とディスクアイコン d 
は消え、チェックリストに変更が適用されます。

 

b
c

a

d



CONNECT • CONNECT Manager

3.54 CP_IFU_45-90-14_JPN_001

すべてのチェックリストで 複数のエントリを削除することができます。

◗ 削除する行 e を選択します。

◗ 行 f を削除します。

◗ 行は削除されました g。変更されたため、システムタブには赤い感嘆符と
ディスクアイコン h が表示されます。

◗ 変更を保存をクリックして変更を確認します。赤い感嘆符とディスクアイコン i 
は消え、チェックリストに変更が適用されます。

 

h

e

i

f

g
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チェックリストを完全に削除するには、

◗ 削除するチェックリスト a を選択します。

◗ チェックリストを削除ボタン bをクリックします。チェクリストは削除され
ました c。

◗ 変更を保存をクリックして変更を確認します。

a b

c
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追加的なチェックリストを作成するには、(新しいリストを作成 )タブ aを選択
します。

◗ 新しいチェックリストの名称 b を入力します。指定した名称の新しいタブ c 
が作成されます。新しいタブには、赤い感嘆符とディスクアイコンが示され
ます。

◗ エントリを追加します d 。

◗ 変更を保存をクリックして確認します。赤い感嘆符とディスクアイコンは
消え、新しいチェックリストが適用されます。

 

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder 
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> チェックリスト ページ 4.37

b

c

d

a
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3.3.2 術後 

術後、不足しているデータおよび追加情報を術後タブから追加することができ
ます。症例が完了するまで、手動入力したものは編集または削除することができ
ます。現在の症例は、完了すると完了した症例タブに転送され、さらに変更する

 

ことはできなくなります。また、完了した症例は、完了後 24 時間は現在の症
例に保持されます。
続いて、体外循環記録（レポート）を作成することができます。

症例データの詳細については、CONNECT Manager ソフトウェア：症例データの
インポート 節、4.97 ページを参照してください。
体外循環記録の作成の詳細については、レポートの作成節、7.1 ページを参照し
てください。

流量と圧力 流量と圧力測定の位置を記載するには、該当する位置を選択してください。
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品質スコア オンラインデータは品質スコアタブで要約することができます。
オンラインデータの詳細については、システムデータの定義節、3.96 ページを
参照してください。

◗ データタブの要約で登録する利用可能なデータ a を選択します。
制限タブ c を開き、選択されたデータ b に制限値を割り当てます。

◗ まず、該当するデータを選択します。上限と下限 d を割り当てます。

◗ 変更を保存するをクリックして確認します。

b

c

a

d
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これらの制限値と時間測定（体外循環時間）に基づいて、以下の情報が表示
されます。
– 体外循環時に測定されたデータが範囲内にあった期間。
– 体外循環時に測定されたデータが範囲外にあった期間。
さらに、次のデータが表示されます。
– 最大測定データと最小測定データ
– 計算された平均データ

この章で説明される選択リストに登録されたデータは、CONNECT Recorder
ソフトウェアの以下の章でご覧いただけます。
>>> 品質スコア ページ 4.22
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自己血回収システム (ATS) ATS タブでは、体外循環中に表示する自己血回収システムで使用するデータを
選択することができます。

◗ 体外循環中に記録する利用可能なデータ a を選択します。さらに、選択され
たデータ b の順序 を変更することができます。

◗ 変更を保存する  c をクリックして確認します。

a

c

b
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3.4 体外循環画面の構成

CONNECT Recorder の体外循環画面のメインビューは、体外循環画面メイン
パネルの関連するタブを選択して作成します。

a

b

c

d

e
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CONNECT Manager ソフトウェ
アの設定の構成

a 現在の体外循環データの表示 以前に構成されたデータは、このセクショ
ンに表示されます。最後の決定されたデー
タが表示されます、スクロール機能を使用
してすべてのデータを見ることができます。

>>> オンラインバー表示 
ページ 3.64

b コンテンツパネル 体外循環データはチャートまたは表として
コンテンツパネルに表示することができま
す。
選択に応じて、次のオプションが利用可能
です。
– チャート (メインビュー )
– 体外循環データのデータ表
– イベント表
– イベントチャート

>>> チャート ページ 3.65
>>> データ表 ページ 3.66
>>> イベントチャート ペー

ジ 3.67

c タグクラウド 体外循環中には、タグクラウドエントリを
使用して、コメントおよびボリュームの情
報を手動で記録することができます。

>>> タグクラウド表示のオプ
ション ページ 3.78

d タイマーアウトプット タイマーアウトプットにはタイマーを 6 個
まで含めることができます。HLM またはタ
グクラウドのエントリは、タイマーのソー
スとして割り当てることができます。

>>> タイマーの定義 ページ
3.104

e 追加的な体外循環データへの
ナビゲーションパネル

次のビューが開きます。
– バランス
– ガス流量
– 血液ガス
– 凝固
– 心筋保護
– GDP Monitor

>>> バランス ページ 3.68
>>> ガス流量 ページ 3.69
>>> 凝固 ページ 3.72
>>> 心筋保護 ページ 3.73
>>> GDP Monitor ページ 3.75
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3.4.1 体外循環画面

体外循環画面で表示する体外循環データは、設定する必要があります。
体外循環データは次のように表示できます。
– チャート
– データ表
– イベント表
– イベントチャート
 

さらに、次の画面にアクセスすることができます。
– バランス
– ガス流量
– 血液ガス
– 凝固
– 心筋保護
– GDP Monitor

Datapad で表示される体外循環データは、設定する必要があります。



CONNECT • CONNECT Manager

3.64 CP_IFU_45-90-14_JPN_001

3.4.2 体外循環

オンラインバー表示 左の利用可能なデータの表から選択するデータを登録することができます。
現在のデータは、体外循環中にこの選択されたデータから読むことができます。
利用可能なデータの表は編集できません。 

◗ 体外循環画面メインパネルの体外循環画面タブを選択します。
◗ 必要に応じて、オンラインバー表示サブタブを選択します。

オンラインバー表示サブタブでは、体外循環中に利用可能なデータの表 aから
取得するすべての詳細を登録することができます。選択されたデータの表 b 
の数には制限はありません。

ba
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チャート 体外循環中に体外循環画面でデータをチャートとして表示するには、

◗ 体外循環画面メインパネルの体外循環画面タブを選択します。
◗ 必要に応じて、チャートサブタブを開きます。

体外循環画面のチャートでは、5つまでデータを表示することができます。

◗ 利用可能なデータの表から使用するデータを選択します。データ a と適用す
る単位は選択されたデータの表と「ｙ 軸」の表に転送されます。

◗ それぞれのデータに色 b を割り当てます。体外循環画面で、データの名称と
曲線は選択された色で表示されます。

◗ y 軸のスケールの最大データと最小データ c を入力します。

◗ y 軸の目盛間隔の数 d を入力します。

◗ x  軸で表示される時間間隔 e を設定します。

b

a

c d e
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データ表 体外循環中に体外循環画面でデータをデータ表として表示するには、

◗ 体外循環画面メインパネルの体外循環画面タブを選択します。
◗ 必要に応じて、データ表のサブタブを開きます。

体外循環画面の表に表示されるデータの数には制限はありません

◗  利用可能なデータの表 a から使用するデータを選択します。データは、選
択されたデータの表 b に転送されます。

現在のデータは、一定の間隔で送信され、体外循環画面に表示されます。

a b
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イベントチャート 体外循環中に体外循環画面でデータをイベントチャートとして表示するには、

◗ 体外循環画面メインパネルの体外循環画面タブを選択します。
◗ 必要に応じて、イベントチャートのサブタブを開きます。

体外循環画面のチャートに表示されるイベントの数の制限はありません
ソース a/b には、次が含まれています。
– 薬剤の投与
– ボリュームの増加 (「ボリューム +」)
– ボリュームの低下 (「ボリューム −」)
– イベント (処置、介入 )
– 人工心肺装置から Datapad に転送されたイベント

◗ 利用可能なイベントの表から使用するデータを選択します。データは 選択
されたイベントの表に転送されます。

◗ それぞれのデータに色 c を割り当てます。体外循環画面で、データの名称と
曲線は選択された色で表示されます。

◗ x 軸で表示される時間間隔 d を設定します。

c
a

d

b
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3.4.3 バランス

体外循環中、体外循環画面に水分バランスを表示するには、
◗ 体外循環画面メインパネルからバランスタブを選択してください。

◗ ｙ軸のバランスの最大データと最小データ a を入力します。

◗ x 軸で表示される時間間隔 b を設定します。

設定は、CONNECT Recorder ソフトウェアの 追加的な体外循環データへのナビ
ゲーションパネル に記載されています。
>>> バランス ページ 4.65

a

b
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3.4.4 ガス流量

体外循環画面にガス流量を表示するには、

◗ 体外循環画面メインパネルのガス流量タブを選択します。

◗ 体外循環中に表示する利用可能なデータ a を選択します。

◗ それぞれの選択されたデータに色 b を割り当てます。体外循環画面で、デー
タの名称と曲線は選択された色で表示されます。

◗ y 軸のガス流量の最大データと最小データ c を入力します。

◗ x 軸で表示される時間間隔 d を設定します。

a b

c d
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体外循環中にデータ表に表示する利用可能なデータ e を選択します。さらに、
選択されたデータ f の順序を変更することができます。

設定は、CONNECT Recorder ソフトウェアの 追加的な体外循環データへのナビ
ゲーションパネル に表示されます。
>>> ガス流量 ページ 4.67

e f
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3.4.5 血液ガス

ラボ血液ガスを体外循環画面に表示および入力する順序を表示するには、

◗ 体外循環画面メインパネルの血液ガスタブを選択します。

◗ 体外循環中に表示する利用可能なデータ a を選択します。さらに、選択され
たデータ b の順序を変更することができます。

>>> データを選択する際の一般的な説明、および手順については、一般的な
ボタン、表示と手順 、3.7 ページを参照してください。

設定は、CONNECT Recorder ソフトウェアの 追加的な体外循環データへのナビ
ゲーションパネル に表示されます。
>>> 血液ガス ページ 4.70

a b
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3.4.6 凝固

凝固データを体外循環画面に表示および入力する順序を表示するには、

◗ 体外循環画面メインパネルから凝固タブを選択してください。

◗ 体外循環中に表示する利用可能なデータ a を選択します。さらに、選択され
たデータ b の順序を変更することができます。

>>> データを選択する際の一般的な説明、および手順については、一般的な
ボタン、表示と手順 、3.7 ページを参照してください。

設定は、CONNECT Recorder ソフトウェアの 追加的な体外循環データへのナビ
ゲーションパネル に表示されます。
>>> 凝固 ページ 4.73

a b
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3.4.7 心筋保護

体外循環中に体外循環画面で心筋保護データを表示するには、

◗ 体外循環画面メインパネルから心筋保護タブを選択してください。

◗ 体外循環中に表示する利用可能なデータ a を選択します。さらに、選択され
たデータ b の順序を変更することができます。

a b
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◗ 所属する医療機関で指定された手順に従って心筋保護のタイプ c および位置
d を適用します。 

設定は、CONNECT Recorder ソフトウェアの 追加的な体外循環データへのナビ
ゲーションパネル に表示されます。
>>> 心筋保護 ページ 4.76

d

c



 CONNECT • CONNECT Manager

CP_IFU_45-90-14_JPN_001 3.75

3.4.8 GDP Monitor

ここで使用される Goal Directed Perfusion Monitor 手順 (略して、GDP Monitor)
は、酸素供給、酸素消費および二酸化炭素産生の面で患者の状態に関する情報
を提供します。使用される手順 は、さまざまな方程式に基づいています。
>>> GDP Monitor のための方程式 ページ 9.10

GDP Monitor の使用 GDP Monitor は、成人患者の手術の際にのみ使用できます。体表面積 
(BSA) は 1.5 m2以上である必要があります。

GDP Monitor は、移植手術、または移植を受けた患者の手術では使用で
きません。

手術時に CO2を吹送する場合は (CO2フラッシュ )、酸素供給を決定する
ための式（DO2）、酸素消費量（VO2）、および、それらに対する指数の
みを使用する必要があります。

二酸化炭素産生（VCO 2）の計算およびそれに対応する指数は使用しない
でください。

要件 体外循環中の患者の状態情報をチャートまたは表として表示するには、次の要
件が満たされている必要があります。
– カードリーダーは Datapad に接続されていて、動作の準備が整っている状態
である必要があります。

– 以前に読み込まれた RFID カードは使用できません。
– GDP Monitor の設定は体外循環開始前に完了している必要があります (体外
循環中に GDP Monitor を設定することはできません )。

– 患者の状態を把握するためのデータが、外部装置により測定されている場合 
（血液ガスモニターなど）、これらの外部装置は HLM に接続され、割り当て
られている必要があります。

>>> システムデータの定義 ページ 3.96
>>> システムデータ の計算 ページ 3.101

GDP Monitor のボタンが体外循環画面でグレー表示されている場合は、
データ記録を開始することができません。この場合、GDP Monitor を使
用するための要件が 1 つ以上満たされていません。

!

!
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体外循環中に体外循環画面で患者の状態情報を表示するには、

◗ 体外循環画面メインパネルの GDP Monitor タブを選択します。

◗ 体外循環中にチャートに表示する利用可能なデータ a を選択します。

◗ それぞれの選択されたデータに色 b を割り当てます。体外循環画面で、デー
タの名称と曲線は選択された色で表示されます。

◗ y 軸で使用する設定 c を入力します。

◗ x 軸で表示される時間間隔 d を設定します。

a

b

c d
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◗ 体外循環中にデータ表に表示する利用可能なデータ e を選択します。さら
に、選択されたデータ f の順序を変更することができます。

設定は、CONNECT Recorder ソフトウェアの 追加的な体外循環データへのナビ
ゲーションパネル に表示されます。
>>> 患者ステータスを決定するための手順 (GDP Monitor) ページ 4.79

e f



CONNECT • CONNECT Manager

3.78 CP_IFU_45-90-14_JPN_001

3.4.9 タグクラウド表示のオプション

タグクラウドでは、以下が可能です。
– コメントの手動入力
– 薬剤の投与の記録
– 体外循環中の水分バランスの増加 / 低下データ (「ボリューム +/−」) を記録

このタブから、識別子 ( 製品名 ) を編集したり、エントリを追加・削除するこ
とができます。

リストの構成 コメントのリストをカスタマイズするには、

◗ タグクラウドサブグループのリストタブを選択します。

コメントの情報を変更するには、事前に構成されたリストから選択してくださ
い。名称 a  はタグクラウドに表示されます。

a
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◗ 必要に応じて、単位 b を変更します。
バランス c には、コメントは記録されません。

b c
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ソフトウェアのタイマーは、タグクラウドで設定することができます。
これを実行するには、SW-タイマーの列 dから開始 e および停止 f を選択します。
また、最初のクリック（タイマー開始時）または 2回目のクリック（タイマー
停止時）にデータ g を表示することを選択することができます。

◗ 保存する hをクリックして変更を確定します。

e

f

d

g

h
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◗ この変更は、コメントタブの赤い感嘆符とディスク アイコン i で示されます。

◗ 変更を保存するボタン k をクリックしてすべてのエントリを保存します。

k

i
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赤い感嘆符とディスクのアイコン l  は消えます。
ソフトウェアタイマーは、エントリの前のタイマーアイコン m として表示され
ます。

体外循環画面でタグクラウドを表示する方法については、表示節、3.93ページ
を参照してください。

m

l
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薬剤投与のリストをカスタマイズするには、

◗ 薬剤タブを開きます。

薬剤の情報を変更するには、事前に構成されたリストから選択してください。
名称 a  はタグクラウドに表示されます。

ml の単位をもつデータのみがバランスに記録されます。ml 以外の単位をも
つデータをバランスに含めるには、換算係数を指定する必要があります。

a

!
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例：
薬剤の投与の単位を ml b から l cに変更する。

◗ 換算係数の変更 d 
(> > >  単位と換算 、9.3 ページ )。

b

c

d
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薬剤投与がバランスに記録されている場合、ドロップダウンリスト e を使用し
て選択します。さらに、薬剤の投与がバランスに追加または差し引くかを指定
することができます。
ドロップダウンリストボックス f は、投与する薬剤のボリュームのタイプを登
録するために使用します。
また、ソフトウェアタイマー g は、薬剤投与でも設定することができます。手
順は、 コメントタブでタイマーを設定する場合と同じです。

e

f

g
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すべての変更を保存するには、

◗ 保存する hをクリックして変更を確定します。

◗ この変更は、薬剤タブの赤い感嘆符とディスク アイコン iで示されます。

◗ 変更を保存するボタン k をクリックしてすべてのエントリを保存します。

体外循環画面でタグクラウドを表示する方法については、表示節、3.93ページ
を参照してください。

h

i

k
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ボリュームのリストをカスタマイズするには、

◗ ボリューム + またはボリューム −タブを開きます。

バランスで記録されるボリュームは、ボリューム + またはボリューム −タブで事
前定義されます。ボリュームは、追加 a または、差し引く bことができます。
ソフトウェアタイマーを設定する手順 c とボリュームのタイプを選択する手順 
d は、タイマー及びボリュームのタイプをそれぞれコメントおよび薬剤タブで設
定する手順と同じです。

d

c

a

b
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選択リストの変更 また、コメント、薬剤、ボリューム +、 およびボリューム − タブのすべての選
択リストにエントリを追加することができます。

例：

◗ リストにエントリを追加するには、新しいエントリを追加 a をクリックしま
す (ここでは、ボリューム − タブ )にあります。

a
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◗ 名称 b を入力します。

◗ 単位 c とボリュームのタイプ dを選択します。

ml 以外の単位をもつ新しいデータをバランスに含めるには、換算係数を指定す
る必要があります。

◗ 換算係数 e を指定します。

◗ 保存する  f をクリックして入力を確定します。

b

c ef
d
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確定すると、新しいエントリがリスト g に追加されます。
この変更は、ボリューム − タブの赤い感嘆符とディスクアイコン hで示され
ます。

◗ 変更を保存するボタン i をクリックして新しいエントリを保存します。赤い
感嘆符とディスクアイコン k は消えます。

g

i

k

h
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エントリの削除 また、コメント、薬剤、ボリューム +、 およびボリューム − タブのすべての選
択リストから既存のエントリを削除することができます。
以前に追加されたエントリも削除することができます。

例：

◗ 削除する行 a を選択します。

◗ エントリを削除 bをクリックして行を削除します。

ab
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◗ 行は削除されました c。変更したため、ボリューム − には赤い感嘆符とディ
スクアイコン d が表示されます。

◗ 変更を保存する e をクリックして変更を確定します。赤い感嘆符とディスク
アイコン f は消え、変更が適用されます。

体外循環画面でタグクラウドを表示する方法については、表示節、3.93ページ
を参照してください。

e

dc

f
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表示 タグクラウドエントリの表示のオプションを設定するには、

◗ タグクラウドサブグループの表示タブを選択します。

画面の下半分に、体外循環画面のタグクラウドエントリのプレビューが表示さ
れます。

以下は、タグクラウドの 4 つのタブにすべて適用されます。
タグクラウド内の用語 a は、常にアルファベット及びアイウエオ順にソートされて
います。特定の項目を強調するにはフォントサイズ b を変更することができます。
さらに、既定の量 c および最大データ・最小データ d を設定することができます。
タイマーアイコン e でマークされたソフトウェアタイマーは、タグクラウドで
も表示されます。
表示から除外されたタグクラウドエントリには、警告の三角形 f が表示されます。

c

a

f

d

e

g

b
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ボタン g をクリックすると、スペースの不足のために体外循環画面に表示でき
ないタグクラウドのエントリのリストを表示することができます。

すべてのタグクラウドエントリが体外循環画面に表示されている場合、ボタン
h は、グレー表示されます。

h
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タグクラウドの表示を変更するには、

◗ フォントサイズを変更します a。

◗ 既定の量および最大 /最小データを設定します b。

◗ 保存する cをクリックして確定します。

◗ 変更を保存するをクリックして変更を保存します。

設定は、CONNECT Recorder ソフトウェアの以下の章でご覧になれます。
>>> 入力パネル：タグクラウド ページ 4.58

a

c

b
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3.5 装置およびデータの構成

CONNECT Recorder により記録されるデータとイベントは、設定場所から定義
して、関連するソースを構成することができます。ソースには最も一般的なデー
タが既に割り当てられています。
また、特定のデータを計算するために必要なシステムデータを設定する必要が
あります（心係数など）。
さらに、ソースはタイマーに割り当てられます (HLM またはタグクラウドエン
トリのタイマーなど )。

3.5.1 システムデータの設定

システムデータの定義タブから様々なタイプのデータを設定することができます。

– 体外循環データ
– ラボデータ
– 凝固データ
– ガス流量データ
– 心筋保護データ
– ATS データ
– イベント

既存のデータおよびイベント（識別子 (製品名 )または単位）を変更すること
ができます。また、任意のタブに新しいデータ /イベントを追加することが
できます。
データの名称は 製品名フィールドに表示されます。この識別子 (製品名 )はい
くつかの設定セクションおよび長い名称を表示できる画面で使用されます。

新しいシステムデータを設定する場合、名称を入力する必要があります。
新しいシステムデータを設定すると、UID は製品名フィールドから転送
され、変更することはできません。

簡単に参照するために、さまざまなデータのタイプには適切な記号が付けられ
ます。
– 体外循環記号 a
– ラボ記号 b
– ガス流量記号 c

!
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c

a

b
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新しいシステムデータを設定すると、適切な記号が適用されます。
例：

◗ 新規  d をクリックします。

◗ 製品名、単位および形式を入力します e。

◗ 保存する f をクリックします。
新しいシステムデータが適用され、記号 g が付けられます。 適切な体外循環記
号 h が表示されます。

d

e

h

g

f
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体外循環中に記録され、最も一般的に使用されるデータは、心筋保護データ i 
および ATS データ k タブに表示されます。

i

k
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HLMから、インターフェースを経由して転送される最も一般的なイベントは、 
イベントタブに記録されます。

体外循環中に記録するイベントは有効（アクティブ）にする必要があります l。
無効化（非作動中）されたイベント m は記録されません。

m

l
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3.5.2 システムデータの計算

以下の情報は、患者の状態を決定するために必要なので注意してください 
(GDP Monitor a):
– ガス流量 (Qf または Ve)
– 血液流量 (ポンプ機能) (Qb)
– 動脈および静脈の酸素分圧 (PaO2 および PvO2)
– 動脈および静脈の酸素飽和度 (SaO2 および SvO2)
– ヘマトクリットデータ (Hct)
– 人工肺出口の二酸化炭素濃度 (CO2exh)
– 体表面積 (BSA)

患者の状態を決定するためのデータが、外部装置により測定されている場合 
（血液ガスモニターなど）、これらの外部装置は HLM に接続され、CONNECT ソ
フトウェアに割り当てられている必要があります。
>>> システムデータの定義 ページ 3.96

a
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GDP Monitor は、最大 6 つの計算データと 2 つの測定データに閾値を設定する
ことができます（ここでは、閾値サブタブ b）:

◗ まず、該当するデータを選択します。上限と下限を割り当てます c。

◗ 変更を保存するをクリックして確認します。

この手順の詳細情報：
>>> 患者ステータスを決定するための手順 (GDP Monitor) ページ 4.79

この方程式の詳細情報：
>>> GDP Monitor のための方程式 ページ 9.10

b

c
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一般的な計算についての詳細情報 c:
>>> 一般的な計算 ページ 9.11

c
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3.5.3 タイマーの定義

最大 6 つのタイマーを構成することができます。

ドロップダウンリストのソース a をタイマーに割り当てます。HLM タイマーま
たはタグクラウドのエントリは、タイマーのソースとして割り当てることがで
きます。
コンセントの記号は、タイマーが適切なソースに接続しているか b 接続解除さ
れているか cを示します。

c

a

b
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3.5.4 基本設定

医療機関のデータは基本設定から入力します。この情報は、レポートのテンプ
レートにも含まれます。

医療機関データ 基本設定メインパネルの医療機関データタブを選択します。

◗ 医療機関データ タブaでCONNECT ソフトウェアを使用する医療機関の名称 b  
および部門 c を入力します。

◗ 所在地 dを追加します。

◗ 変更を保存するボタンをクリックして入力を保存します。

b

a

dc
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レポートパス レポートパスタブを開き、体外循環記録の出力先を定義します。

体外循環記録を PDF ファイルとしてローカルパス a (PC 上など ) にエクスポー
ト、または直接ネットワーク b に保存することができます。

◗ c をクリックして出力先を変更します。

>>> 体外循環記録の作成方法については、レポートの作成 節、7.1 ページを
参照してください。

すべての設定を定義したら、起動画面に戻ります。Manager へ戻るをクリック
します。

a b

c
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3.6 症例データの入力 

症例データ (3.11 ページ )、体外循環画面 (3.61 ページ )、装置 (3.96 ページ )に
関連するデータを構成したら、起動画面に戻ります。
個人情報、割り当てられた手術データ、患者の体格に関する情報を症例マネージャ
に入力します。
Datapad に転送する前に、以前に作成された症例データを変更または編集する
ことができます。

複数のユーザー（ネットワーク内の複数の CONNECT Manager がインス
トールされた PC）が同時に同じ症例データにアクセスする場合、1 人の
ユーザーのみが症例データにアクセスできるように制限されています。

起動画面が表示されます。

以前症例マネージャで作成された症例を選択し、必要に応じて編集することが
できます。

◗ 症例を選択をクリックして症例マネージャをクリックします。

!
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◗ 患者 a を選択します。

◗ 新しい症例 b をクリックします。

◗ はいをクリックして、新しい症例をその患者に作成します。

a

b
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新しい症例は作成されました。

患者 ID c は、転送されました。連続する ECC 番号 d は、自動的に割り当てられ
ます。

◗ 症例を編集 e をクリックしてデータ入力を続行します。

c

d

e
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3.6.1 新しい症例の作成

起動画面が表示されます。

◗ 新しい症例をクリックして新しい症例を作成します。

症例データには、患者治療に関連してアーカイブする必要があるすべての情報
が含まれます。構造は設定のナビゲーションバーに対応します (> > >  術前の症例
データ 3.11)。
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患者データ ウィンドウを開くと、必須のデータはオレンジ色で強調表示されます。

すべての新しい症例では、患者 ID a または姓（ラストネーム）、名（ファースト
ネーム）および生年月日 b を入力する必要があります。
その他の情報は、この時点、または後で入力することができます。
事前に構成された選択リストは、入力フィールド c および d を使用して追加す
ることができます。
>>> 患者データ ページ 3.11

c

d

a

b
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新しく作成された症例の例：
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指定された患者 ID a が既に存在する場合、メッセージ b が表示されます。

◗ 患者 ID を変更してください。

◗ または、キャンセル c をクリックしてキャンセルしてください。

a

b
c
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体格 ◗ 体格タブを開きます。

e

op

f

m

g i

s

n

r

l

h

k
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◗ 患者の身長と体重を入力します e。

◗ 体表面積 (BSA) を決定するために使用する式 f が選択されていることを確認
してください。患者の身長（小児または成人）および手術チームが優先する
方法に基づいて式を選択します。また、BSA は、手動で入力することができ
ます g。常に、BSA の妥当性を確認する必要があります。

◗ 計算された流量 h が正しく選択されていることを確認します。流量は、表を
使用して決定することができます。患者の身長（小児または成人）および手
術チームが優先する表に応じて表 i  を選択します。
流量係数またはボリュームは、手動で入力することができます k。妥当性を
確認するために、出力データを確認する必要があります。

血液型 l、Rh因子 mおよび NYHA 分類 n の選択リストは事前に定義されており、
ユーザーは選択リストで変更することはできません。
EF (駆出率 )  の情報および全般的な リスクスコア o は、症例データで直接入力
してください。
さらに、前投薬、研究 pに関する情報、およびアクセス部位 r 、緊急性 s の
データが記録されます。
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臨床データと手術チーム ◗ 臨床データタブ a または手術チームタブ b を開きます

a

e

d

c

c

g

e

f h

b
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臨床データタブ a および手術チームタブ b では、事前に構成された選択リスト 
cからの情報を追加することができます。

また、入力ダイアログボックスを介して任意の選択リストを編集することがで
きます。

◗ 適切なボタン cをクリックして入力ダイアログボックスを開きます。ここで
は、術式 選択リスト d の入力ダイアログボックスが例として表示されます。

◗ すべての表 e から術式の情報を選択します。選択された情報は、自動的に選
択済みの表に移動されます。データを選択する手順は、設定での手順と同じ
です (> > >  一般的なボタン、表示と手順 、3.7 ページ )。

◗ 情報を追加するには、ウィンドウ f に術式を追加します。

◗ エントリを確認  g をクリックして選択済み 表にエントリを追加します。

◗ または、エントリを破棄 h をクリックしてエントリをキャンセルします。
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製品 製品タブ a から、事前に構成された選択リストに登録されたデータを直接編集
することができます（ここでは、ディスポーザブルサブタブ b）:

ディスポーザブルセットのドロップダウンリストボックス c から、直接事前に
構成されたセットを選択することができます。
また、選択リストは、構成されたセット d から別に開けて個々の選択肢を編集
することができます。
追加的な情報 e は、ボタン fをクリックしてアクセスすることができます。

d

g

a c

f

b

e

h
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また、入力ダイアログボックスを使用して任意の選択リストを編集することが
できます。

◗ 製品を指定せずにディスポーザブル製品を選択します
（ここでは、心筋保護セット g)。

◗ ボタン h をクリックして入力ダイアログボックス iを開きます。

◗ 関連する製品名と情報を入力します。
◗ 保存する をクリックして新しい製品をドロップダウンリストボックスに追
加します。

h
g

i
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機器 k および カニューレ l サブタブ の手順は、ディスポーザブルサブタブ bの
手順と同じです

HeartLink RFID カードを使用する場合、ディスポーザブル サブタブの情報は 
HeartLink セットを使用して直接インポートすることができます。

k

l
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プライミング プライミングタブ aから機器のプライミング構成を選択します。

ac b

d

fg

h

i

k l

e

m
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◗ ドロップダウンリストボックス  b の設定で事前に構成されたプライミング
セットを選択します。または、プライミングダイアログボックス  d を開く
にはプライミング  c  をクリックします。 

登録されたプライミングソリューション e が表示され、量の合計 f が計算され
ます。
患者の血液ボリューム g が表示されます。このデータは患者データで指定され
た体重 h および血液ボリューム表 i から計算されます。

◗  血液ボリューム表を開くには、血液ボリューム  g をクリックしてください。

◗ Hb および Hct データ k と、回路がプライミングされた時間 lを入力します。

個々の項目はいつでも変更することができます。
登録されたプライミングソリューション e  を上書きするには（例えば、設定で構
成されたプライミングセットと）、この変更を確認する必要があります m。
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血液ガスおよび凝固 設定で登録されたラボデータの入力フィールドは、血液ガスタブ aで表示され
ます。

◗ タブ b をクリックして、血液サンプルが採取された時間 c を記録します。

◗ 血液サンプルのソース d とタイプ e を指定します。

◗ 測定時刻 fを入力します。現在の時刻 g は、表示されています。
設定で登録されたデータのすべては。リスト h に表示されます。血液ガスデー
タが外部機器から転送された場合、データの受信が表示されます。受信した
データの受入れは、確認または拒否する必要があります。また、データを手動
でリスト hに入力することができます。

a

h

b

e

d

c

e

d

gf
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設定で登録されたラボデータの入力フィールドは、凝固タブ iで表示されます。

凝固データを凝固タブから入力することができます。

i
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インプラント インプラントタブ aから、手術中にインプラントされたバルブとステント、お
よび使用された補助循環装置を選択します。
設定で登録されたすべてのインプラントは、ドロップダウンリストボックス b 
と c に表示されます。

◗ ドロップダウンリストボックスからインプラントを選択します。
◗ 追加 d をクリックして、仕様を含むダイアログボックス e を開きます。

◗ 必要に応じて仕様を追加または編集します。
◗ 選択肢 fにインプラントを追加するには保存する g をクリックします。
選択肢に追加されたインプラントを削除するには、

◗ 該当するインプラントを選択し
◗ 削除 h をクリックします。

◗ 選択肢 f 内のインプラントの仕様を表示または編集するには、ボタン i をク
リックして、仕様 e を開きます。
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a

b

c

d

e

g

h i

f
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チェックリスト チェックリストタブ a から、事前に構成されたチェックリストのすべてのアイ
テムを確認することができます (該当する場合 )。

オプション b を選択することができます。確認時の日付と時刻 c は、自動的に
記録されます。
ドロップダウンリストボックス d および eでは、体外循環技士の名前を設定で
登録された手術チームタブから選択することができます。日付と時刻も、自動
的に記録されます。

チェックリストは、CONNECT Recorder へのデータ転送に含めることができます。
Datapad ですべてのチェックリストのアイテムを再度チェックして確認するこ
とができます。
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ab

c

d e
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術後の追加 体外循環後すぐに、術後タブ a から詳しい情報やその他の詳細を追加すること
ができます。 

体外循環中に実行された流量と圧力の測定 bは制限なく流量と圧力 タブで記録
することができます。 測定の位置はドロップダウンリストボックス cから選択
します。

設定で選択したデータ d と閾値 e は、品質スコア タブで表示することができま
す。このタブからデータを変更することはできません。
追加は設定で行う必要があります (> > >  品質スコア 、3.58 ページ )。

a

c

b

d

e
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手術後の患者の状態に関する情報は状態タブで記録することができます。コメ
ント f は、追加することができます。

自己血回収システム上のすべての情報は ATS タブに記載されます。

自己血回収 g に関する情報は設定で選択します (> > >  製品  、3.23 ページ )。設定 
h で選択されたデータのみを記録することができます (> > >  自己血回収システム 
(ATS) 、3.60 ページ )。

f

h

g
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追加的な詳細情報は 注記タブから追加することができます。

症例データの編集を終了し、症例マネージャに戻るには、閉じるボタン i を
クリックしてください。

i
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USB スティックまたは LAN 接続を使用して Datapad にデータを転送することが
できます。PC a から Datapad に症例データを転送するには、

◗ 必要に応じてデータパス bを変更し、転送するデータの出力先を定義します。

◗ 使用する症例データ c を選択します。同時に複数の症例データをエクスポー
トすることができます。または、症例データを個別に転送することができま
す。症例データ d は、既にエクスポートされました。

◗ エクスポート e をクリックして症例データを転送します。

b
e

c
a

d



 CONNECT • CONNECT Manager

CP_IFU_45-90-14_JPN_001 3.133

症例データは保存されました f。

エクスポートされた症例データの情報に追加および編集を行うには、これらの
症例データを PC に再度インポートする必要があります。

◗ インポート g をクリックします。

CONNECT Manager 内の症例データは体外循環完了後およびデータの再転
送後にも表示することができます。症例が CONNECT Manager の症例マネー
ジャで完了されている場合、すべてのタブは表示することができますが、
ロックされているために編集はできません。

g

f

!
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3.7 データ転送

PC と Datapad 間のデータ転送には、USB スティックまたは LAN接続を使用し
ます。 

3.7.1 CONNECT Manager：エクスポート

すべてのエントリと変更が保存されていることを確認してください。PC から 
Datapad にデータを転送するには、データ転送メニューを開けてください。

◗ 設定を転送 a をクリックして転送メニューを開いてください。

◗ 必要に応じて、エクスポートタブ b を開けてください。

◗ USB スティックを使用する場合は、PC の使用していない USB ポートに USB 
スティックを差し込みます。

◗ データを転送するためのパスを定義するデータパス c を選択します（USBス
ティックまたは LAN 接続）。

◗ d を選択してすべての設定を転送します。

◗ 個々の設定を転送するには、それらのデータを選択してください。
◗ 設定をエクスポート e をクリックします。
データは表示されたパス c に転送されます。

b

d

c
e

a
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転送 f は完了しました。

転送メニューを終了して起動画面に戻るには Manager へ戻るボタン g をクリッ
クしてください。

>>> データを Datapad に転送するには、データ転送 節、4.90 ページから続行
してください。

f

g
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3.7.2 CONNECT Manager：インポート

Datapad から PC にデータを転送するには、データ転送メニューを開いてください。

◗ 設定を転送 a をクリックして転送メニューを開いてください。

◗ 必要に応じて、インポートタブ b を開いてください。

◗ USB スティックを使用する場合は、PC の空いている USB ポートに USB ス
ティックを差し込みます。
データを転送するためのパスを定義するデータパス c を選択します（USBス
ティックまたは LAN 接続）。

転送可能なデータが表示されます c (ここでは、USB スティックです )。また、
データは LAN 接続を介して転送することができます。

◗ d を選択してすべての設定を転送します。

◗ 個々の設定を転送するには、それらのデータを選択してください。
◗ 設定をインポート eをクリックします。

b

d

c

e

a
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◗ プロセスをキャンセルするには、キャンセル  f を選択してください。

◗ OK g をクリックして、設定の上書きを確認します。

転送 h は完了しました。

転送メニューを終了して起動画面に戻るには Manager へ戻るボタン i をクリッ
クしてください。

>>> データを作成するには、レポートの作成 節、7.1 ページから続行してく
ださい。

f g

h

i
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4 CONNECT Recorder

CONNECT Recorder は、手術中に作成したデータを記録し、それらを 1 つの完全
な記録に集約します。この記録には、さまざまな他のデータに加えて次が含ま
れます。
– HLM からのマシンデータ
– 外部装置からのデータ (患者モニターなど )
– 手動で入力されたイベント
– 手術前と手術中に取得されたその他のデータ

可能なワークフローの例：
– 設定で作成した各種設定および CONNECT Manager からの任意の症例デー
タのインポート。

– 手術中に発生したイベントの入力（マシンデータは自動的に記録されます）。
– CONNECT Manager にデータを再度転送。

表示されるデータはアーカイブのみを目的とし、追加の診断がない限り、
これに基づいて医療措置をとることはできません！

本取扱説明書は、可能なワークフローの手順を説明します。実際の手順
は、所属する医療機関における手順に従う必要があります。この判断は
ユーザーの責任になります。

!

!
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4.1 ユーザーナビゲーション 

データのグラフィック表示と別の表示オプションを使用すると、さまざまな基
準に基づいて、迅速かつ正確な概要を得ることができます。
薬剤の投与、投与ボリューム、および体外循環時の詳細なコメントを記載する
ことができます。

体外循環画面の構成

体外循環画面

メインビュー

体外循環データの表示

- チャートとして表示

- データ表として表示

- イベント表として表示

- イベントチャートとして表示

タグクラウド

- フリー入力

- 構成リストを使用して入力

手動入力

バランス
- チャートとして表示

- 表として表示

凝固
- 表として表示

血液ガス
- 表として表示

ガス流量
- チャートとして表示

心筋保護
- 表として表示

GDP Monitor
- チャートとして表示

- 表として表示

マシンデータの適用 (HLM)

手動入力

手動入力

ラボデータの適用　

手動入力

ラボデータの適用　

手動入力

手動入力

術前データを入力

患者データ

体格

臨床データ

製品：

ディスポーザブル

計測機器

カニューレ

プライミング

ラボ：

血液ガス

凝固

インプラント

チェックリスト

手術チーム

起動画面

症例マネージャ
 

(新しい症例) 
(症例を選択)

術中
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4.2 CONNECT Recorder を起動します

– 安全に関する注意事項
– Datapad の組み立て
– 基本的な操作
– システムメッセージ
– 保守点検
– Datapad の仕様
– HeartLink セット の組み立てと接続

上記についての情報は Datapad および HeartLink セット の個別の取扱説明書を
参照してください。

システム全体のアップグレードと外部装置との接続に関する情報は、個別の取
扱説明書に記載されています。 

◗ 必要に応じて、Datapad の本体の裏にあるスイッチをオンにします。

◗ CONNECT Recorder を起動します。
Datapad に起動画面が表示されます。

Datapad の 設定 ボタンをタップすると設定プログラムが開始します。新しい症
例と症例を選択 ボタンをタップすると、症例を作成・編集するためのメニュー
が開きます。
終了ボタンをタップするとプログラムが終了します。
起動画面には現在のソフトウェアのバージョンに関する情報が記載されています。
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4.3 CONNECT Recorder を設定するための全般的な説明

CONNECT Recorder のユーザーインターフェースの設定の表示は、CONNECT 
Manager ソフトウェアの設定の表示と同じように構成されています。血液ガス
と凝固選択リストは、CONNECT Manager の設定では 2 回表示されますが、
CONNECT Recorder の設定では 1 回にまとめて表示されます。
CONNECT Manager の設定からインポートされたパラメータと HLM からのデータ
は、CONNECT Recorder の設定でローカルに上書きすることができます。

CONNECT Recorder では設定メニューにアクセスするオプションが2 つあります。 
手術を準備する際に、起動画面の設定 ボタン aをタップして、設定メニューに
アクセスすることができます。
表示の概要
– システムデータの定義 (4.7 ページから )
– 装置マッピング (4.9 ページから )
– データの計算 (4.13 ページから )
– ラボデータ (4.15 ページから )
– 凝固データ (4.16 ページから )
– タイマーの表示 (4.17 ページから )
– データの表示 (4.18 ページから )
– チャートの表示 (4.20 ページから )
– 品質スコア (4.22 ページから )

体外循環の際、設定メニューは体外循環画面の 設定 ボタン b をタップして開く
ことができます。
体外循環の際の手順についての全般的な説明は、体外循環中の設定 、4.23 ペー
ジを参照してください。

b

a
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4.3.1 体外循環を始める前に設定してください

起動画面が表示されたら、

◗ 設定をタップして設定メニューを開きます。

CONNECT Recorder:
インポート

設定メニューを使用すると、CONNECT Manager で登録されたデータをインポー
トすることができます。また、それらを Datapad に直接割り当てることができ
ます。
PC から Datapad にデータを転送するには、

◗ 必要に応じて「設定を転送」のタブを開きます。
◗ インポート a をタップしてメニューを開きます。

◗ Datapad の空いている USB ポートに USB スティックを差し込みます（USB 
スティックを使用する場合）。
データを転送するためのパスを定義するデータパスを選択します（USBス
ティック、または LAN 接続）。 

転送可能なデータが表示されます b (ここでは、USB スティックです )。また、
データは LAN 接続を経由して転送することができます。
装置マッピングのデータを除く Datapad のすべてのデータは、 設定 をインポー
トのボタンをタップすることにより USB スティックのデータで上書きすること
ができます。

◗ c を選択してすべての設定を転送します。

◗ 個々の設定を転送するためには、それらのデータを選択してください。
◗ 設定をインポート d をタップします。

c

a

b

d
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◗ 設定を上書きする場合は、OKをタップします。

転送 e は完了しました。

転送メニューを終了して起動画面に戻るためには、閉じるのボタン f をタップ
してください。

>>> 設定でその他の設定を定義するためには、設定メニューの概要章、4.7
ページを参照してください。

e

f
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4.3.2 設定メニューの概要

設定メニューの構成、タブの表示、およびデータの入力方法は、体外循環を開
始する前の CONNECT Manager の設定と同じです。
そのため、この章には、各々のタブの概要および異なるものの説明のみが含ま
れています。
各々の章には、構成への相互参照が含まれています。

システムデータの定義 Datapad の設定メニューのシステムデータの定義の表示の概要：
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構成情報の詳細については、CONNECT Manager の 装置およびデータの構成
に記載されています。
>>> システムデータの定義 ページ 3.96
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装置マッピング 装置マッピングは、Datapad でのみ実行できます。

◗ HLM Interface サブタブを開きます。 

デバイスをシステムデータにマッピングするには：

◗ 使用するデバイス a を表から選択します。検索を簡単にするには、フィル
ター b を使用します（ここでは「HLM Pump」）。
デバイス番号、デバイスデータおよびデバイスの割り当てが正しいことを確
認してください。

◗ 選択されたデバイス c は表示されるので、システムデータを割り当てること
ができます。

◗ デバイスに割り当てるシステムデータと対応するデバイスデータをドロップ
ダウンリストボックス dから選択します。

a

b

dc
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◗ 保存する e をタップして選択を確認します。

◗ 新しいマッピングは、表 f に示されます。マッピング記号 g およびシステム
データ h が表示されます。

f

g

e

h
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接続解除するためには、

◗ 使用するデバイス a を表から選択します。デバイス番号、デバイスデータお
よびデバイスの割り当てが正しいことを確認してください。

◗ 選択されたデバイス b は、一番上の行に表示されます。

◗ 削除 c をタップして接続解除します。デバイス名 d とシステムデータはクリ
アされます。

◗ 接続解除は表 eに示されます。接続解除の記号 f が表示されます。指定され
たシステムデータ g はクリアされます。

a

c

b

d

f g

e
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フィルター h を使用すると 接続、接続解除、作動中 (アクティブ )、または作
動していない システムデータを表示することができます。(ここでは、接続解
除済み ボタン k が選択され、ハイライトされています）。
この場合、表 i は、システムデータに割り当てられていないエントリのみを表
示します。記号 l が表示されます。

i

h

l

k
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データ計算 Datapadの設定メニューのデータ計算の表示の概要：

構成情報の詳細については、CONNECT Manager の 装置およびデータの構成 に
記載されています。
>>> システムデータ の計算 ページ 3.101
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システムデータの概要 すべてのシステムデータはこの概要に登録されます。登録の結果は、Datapad 
にのみ表示されます。

この概要は、すべての重要なデータをまとめたものです。
– システムデータ a（「システムデータの定義」タブで記録）、
– システムデータ bにマッピングされたデバイスデータ、
– 装置のタイプ c（外部ガスブレンダーまたは血液ガスモニターなど）、
– 体外循環時のデータを提供するソース d（HLM Interface など）、
– さらに、すべてのシステムデータには、適切な記号 eが記されます。

この画面からデータを変更することはできません。しかし、この概要から特定
のデバイスがシステム全体 f に接続または接続解除しているか確認することが
できます。必要に応じて、関連する措置をとることができます。

e

a b c d

f
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ラボデータ Datapad の設定メニューのラボデータの表示の概要：

構成情報の詳細については、CONNECT Manager の 術前の症例データ に記載さ
れています。
>>> 血液ガス ページ 3.48
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凝固データ Datapadの設定メニューの凝固データの表示の概要：

構成情報の詳細については、CONNECT Manager の 術前の症例データ に記載さ
れています。
>>> 凝固 ページ 3.49
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タイマーの定義 Datapadの設定メニューのタイマーの定義の表示の概要：

構成情報の詳細については、CONNECT Manager の 装置およびデータの構成 に
記載されています。
>>> タイマーの定義 ページ 3.104
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データ Datapadの設定メニューのすべてのデータの表示の概要：
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CONNECT Manager で使用されるデータの選択に関する情報

>>> オンラインバー表示 ページ 3.64
>>> データ表 ページ 3.66
>>> 自己血回収システム (ATS) ページ 3.60
>>> ガス流量 ページ 3.69
>>> 心筋保護 ページ 3.73
>>> GDP Monitor ページ 3.75
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チャート表示 Datapadの設定メニューのチャート表示の概要：
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CONNECT Manager で使用されるデータの選択に関する情報
>>> 体外循環 チャート、ページ 3.65
>>> イベント ページ 3.67
>>> バランス ページ 3.68
>>> ガス流量 ページ 3.69
>>> GDP Monitor ページ 3.75
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品質スコア Datapadの設定メニューの品質スコアの表示の概要：

CONNECT Manager で使用されるデータの選択に関する情報
>>> 品質スコア ページ 3.58

◗ 起動画面に戻るためには閉じるボタンを押してください。
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4.3.3 体外循環中の設定

体外循環中の設定メニューおよびデータ入力の構成は、体外循環を開始する前
の設定と同じです。
システムデータの定義、装置マッピング、およびシステムデータの概要 パネル
を除き、すべての入力された設定データは体外循環中に変更することができ
ます。

◗ 体外循環画面の設定 a をタップして設定メニューを開きます。

◗ 関連するタブを開きます
（ここでは、品質スコアタブ b）。

◗ 必要な変更を実施します（閾値 c を入力または変更）。

◗ 閉じるをタップして体外循環画面に戻ります。

a

bc
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4.4 症例マネージャ

CONNECT Recorder では症例を作成および編集するオプションが 2 つあります。

CONNECT Recorder で新しい症例を作成するには（緊急時など）、新しい症例 a を
タップします。タブの順番、構成および手順は CONNECT Manager と同じです。
> > >  症例データの入力ページ 3.107 

症例マネージャから既存の症例にアクセスすることができます。これらの症例
は、CONNECT Recorder により作成されているか、CONNECT Manager からイン
ポートされています。編集ステータス c は、適切な記号により示されています。
編集ステータスの詳細については、高度レベルの機能へのナビゲーションパネ
ル節、4.88 ページを参照してください。

>>> 表示されている症例データを確認または編集するためには、患者データ
節、4.26ページを参照してください。

ba

c
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◗ 体外循環画面を開くためには、症例マネージャから関連する症例を選択して
ください。

◗ 体外循環をタップします。データ記録 a は開始されています。

設定で構成されたデータは、体外循環画面で表示され、編集することができ
ます。

a
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4.4.1 患者データ

◗ 症例データを呼び出すためには、症例マネージャから関連する症例を選択し
てください。

◗ 症例を編集をタップします。患者 ID は、ヘッダー a に表示されます。

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくださ
い。
>>> 患者データ ページ 3.11
患者データの入力に関する情報は、CONNECT Manager の症例データの入力節を
参照してください。
>>> 患者データ ページ 3.111

患者データタブのすべてのデータを適用することができます。設定で入力され
なかった、または転送されたデータに含まれていなかったデータ bを必要に応
じて追加します。
どのウィンドウでも変更を行うことができます。

◗ 関連するウィンドウをタップしてください。

b

a
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4.4.2 体格

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくださ
い。
>>> 体格 ページ 3.13
症例データの入力に関する情報は、CONNECT Manager の症例データの入力節を
参照してください。
>>> 体格 ページ 3.114

◗ 設定で入力されなかった、または転送されたデータに含まれていなかった
データ cを必要に応じて追加します。

血液型 d、Rh因子 eおよび NYHA 分類 f の選択リストは事前に定義されており、
ユーザーは選択リストで変更することはできません。
EF (駆出率 ) g の情報および全般的な リスクスコア i は、ここから入力すること
ができます。または、CONNECT Manager の症例データで入力してください。

アクセス部位  h および 緊急性  k の選択リストは、ユーザーにより CONNECT 
Manager の設定で変更することができます。

前投薬 l および研究 m の選択リストは、ここから編集することができます。ま
たは、CONNECT Manager の症例データから編集することができます。選択リス
トにエントリを追加する方法の説明については、臨床データ 節、4.28 ページを
参照してください。

i

f

g

hc

d

e k

l

m
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4.4.3 臨床データ

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくださ
い。
>>> 臨床データ ページ 3.16

臨床データの入力に関する情報は、CONNECT Manager の症例データの入力節を
参照してください。
>>> 臨床データと手術チーム ページ 3.116

この節では、さらに入力ダイアログボックスを使用して選択リストのエントリ
を追加する手順が説明されています。データを入力する手順はすべてのタブで
同じです。

臨床データタブから、設定で作成されたすべての選択リストにアクセスするこ
とができます。
例：

◗ 手順の選択リストを開くには、手順ボタン a をタップします。必要に応じて
設定で入力されなかったデータを追加します。

どのウィンドウでも変更を行うことができます。

a
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◗ すべて a のリストから手順を選択します。
選択された手順は自動的に選択済み b のリストに移動されます。

◗ 手順を更に追加するためには、ウィンドウ c をタップします。

ba

c

e

f

d
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◗ 使用する手順 dを選択します。

◗ エントリを確認 eをタップして確認します。
エントリは自動的に選択済み f  のリストに移動されます。

◗ 「保存する」をタップして確認します。
選択された 2 つの手順 g は、症例データに転送されます。

この手順を使用すると CONNECT Recorder の選択リストにエントリを追加
することができます。すべてのデータはこの患者のために保存されます。
体外循環が完了すると、変更されたデータは体外循環記録に保存されます。

しかし、これらの変更は CONNECT Manager の設定メニューには転送され
ません。

g

i
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4.4.4 手術チーム

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくださ
い。
>>> 手術チーム ページ 3.19
臨床データの入力に関する情報は、CONNECT Manager の症例データの入力節を
参照してください。
>>> 臨床データと手術チーム ページ 3.116

手術チームタブから、設定で作成されたすべての選択リストにアクセスするこ
とができます。
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4.4.5 製品

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくださ
い。
>>> 製品 ページ 3.23
製品の入力に関する情報は、CONNECT Manager の症例データの入力節を参照し
てください。
>>> 製品 ページ 3.118

すべてのディスポーザブル製品をそれぞれ選択して aカスタマイズされた製品
のセットを作成することができます。ディスポーザブルセットのドロップダウ
ンリストボックス b を使用して、構成されたセットを直接選択することができ
ます。(ここでは、｢セット 003」)。
計測機器 d および カニューレ e サブタブ の手順は、ディスポーザブルサブタブ
cの手順と同じです。

b

d

a

e

c
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4.4.6 プライミング

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくだ
さい。
>>> プライミング ページ 3.43
構成情報の詳細については、CONNECT Manager の症例データの入力節に記載
されています。
>>> プライミング ページ 3.121

ドロップダウンリストボックス a を使用して、直接事前構成されたプライミン
グセットを選択することができます。(ここでは、「成人」）。プライミング ダイ
アログボックス bを使用すると新しいプライミングセットを作成、または、
個々の部分を後で変更することができます。

ab
成人
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4.4.7 血液ガス 

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくだ
さい。
>>> 血液サンプルのソース a およびタイプ bの選択リストの作成：

血液サンプルのソース ページ 3.47
>>> ラボデータ cを入力するための選択リスト：

血液ガス ページ 3.48
構成情報の詳細については、CONNECT Manager の症例データの入力節に記載
されています。
>>> 血液ガスおよび凝固 ページ 3.123

血液サンプルが採取された時間 e は、ボタン dを使用して記録されます。 測定
時点 f は、入力する必要があります。現在の時刻 g が表示されます。

g

f

c

b

a

d

e
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4.4.8 凝固

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくだ
さい。
>>> 血液サンプルのソース a およびタイプ bの選択リストの作成：

血液サンプルのソース ページ 3.47
>>> ラボデータ cを入力するための選択リスト：

血液ガス ページ 3.48
構成情報の詳細については、CONNECT Manager の症例データの入力節に記載
されています。
>>> 血液ガスおよび凝固 ページ 3.123

血液サンプルが採取された時間 e は、ボタン dを使用して記録されます。 測定
時点 f は、入力する必要があります。現在の時刻 g が表示されます。

g

f

c

b

a

d

e
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4.4.9 インプラント

選択リストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照してくだ
さい。
>>> インプラント ページ 3.50
構成情報の詳細については、CONNECT Manager の症例データの入力節に記載
されています。
>>> インプラント ページ 3.125

ドロップダウンリストボックス a から以前登録されたバルブ、ステントまたは
補助循環装置を直接選択することができます。ボタン b は、追加のインプラン
トを作成するためのダイアログボックスを開きます。

a b
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4.4.10 チェックリスト

チェックリストの作成に関する情報は、CONNECT Manager の設定を参照して
ください。
>>> チェックリスト ページ 3.52
構成情報の詳細については、CONNECT Manager の症例データの入力節に記載
されています。
>>> チェックリスト ページ 3.127

CONNECT Recorder からは、追加のチェックリストの作成、または詳細の追加
はできません。
リスト項目を確認した後、体外循環技士の名前をドロップダウンリストボック
ス a から選択することができます。
サブタブ b の使用方法は、サブタブ c と同じです。

a

bc

a
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4.4.11 術後の情報追加

術後の情報追加に関しては、CONNECT Manager の設定を参照してください。
>>> 術後 ページ 3.57

構成情報の詳細については、CONNECT Manager の症例データの入力節に記載
されています。
>>> 術後の追加 ページ 3.129

流量と圧力サブタブ a を開いて、流量と圧力データを入力します。

◗ 新規 bをタップします。

◗ 対応するデータ cを入力します。

◗ 保存する d をタップします。
データは表 eに転送されます。

b

c

a

d

e
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品質スコア サブタブ f は、以前に選択されたオンラインデータ g の概要と割り
当てられた閾値 h の概要を表示します:

体外循環が開始されると、品質スコアは、設定された閾値を使用して計算され
ます。

構成情報は、CONNECT Manager の症例データの入力節に記載されています。
>>> 品質スコア ページ 3.58

f

g

h
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患者が退院するまで状態 サブタブ iから、患者ステータスに追加的な術後の情
報 k を追加することができます。

i

k
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使用する自己血回収システムに関する情報は、ATSサブタブ aから入力するこ
とができます。

◗ 新規 bをタップします。入力ダイアログボックス c が開きます。

◗ サイクルに対応するデータを入力します。連続するサイクル番号は自動的に
増加されます。

◗ 保存する d をタップします。

a

b

d

c
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データ e は、保存されました。

最後のエントリを削除するためには、

◗ 行 fを選択します。

◗ 削除  g をタップします。

すべてのエントリを削除するためには、

◗ すべて削除  h をタップします。

使用する自己血回収システムに関連するすべてのデータを手動で入力す
ることができます。データが自己血回収システムから Datapad に送信さ
れた場合、手動入力はできません。

e

f

g h

!
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4.4.12 注記

追加的なコメントは 注記 タブ aから入力することができます：

注記の入力ダイアログボックスを開くには、

◗ ウィンドウ b をタップします。
入力ダイアログボックス c が開きます。キーボード表示は PC のキーボード配列
に基づきます。

◗ 注記を入力します。
◗ 改行するためには d をタップします。

◗ 入力ダイアログボックスを終了するためには e をタップします。

c

a

b

e

d
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注記 f は、保存されました：

症例マネージャに戻るためには、

◗ 症例マネージャへ戻る gをタップします。

体外循環画面に戻るためには、
体外循環 hをタップします。

g h

f
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4.5 CONNECT Recorder の操作

4.5.1 体外循環画面のメインビュー

e

f

d

c

h

a

b

g

i

k l
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機能 / 、はていつに明説の順手な細詳味意
次を参照してください。

Recorder ユーザーインター
フェース

ここでは、メインビューの表示

a 示表の報情者患ーダッヘ

b ヘッダーセクション 体外循環データを表示するためのバー 体外循環データの表示 ページ
4.49

c コンテンツパネル レポートと設定の表示エリア
体外循環データの表示
– チャート（メインビューで）
– データ表
– イベント表
– イベントチャート

コンテンツパネル ページ 4.50

d 入力パネル メインビューの入力パネルのコンテンツ
– タグクラウド ( ｢キーワードクラウド」) e
– タグクラウドタブ f

入力パネル：タグクラウド 
ページ 4.58

g タイマーアウトプット 表示：
– 合計時間
– 現在のステータス

タイマー ページ 4.57

h 追加的な体外循環データへの
ナビゲーションパネル

次のビューが開きます
– バランス
– ガス流量
– 血液ガス
– 凝固
– 心筋保護

追加的な体外循環データへの
ナビゲーションパネル ページ
4.64

i 高度レベルの機能へのナビ
ゲーションパネル

– 設定に戻る
– 症例データに戻る
– データ記録を終了する
対応するボタン記号は画面上部の右側に表示
されます（簡単に参照するために記号 lをご
覧ください。)

高度レベルの機能へのナビ
ゲーションパネル ページ 4.88

k  警告記号 HLM から受信した警告メッセージのリストを
開きます。

l 簡単に参照するための記号 ここでは、体外循環記号が表示されています
その他の記号 (ボタン iを参照 )
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4.5.2 入力ダイアログボックス

数字とテキストは、入力ダイアログボックスを使用して CONNECT Recorder に
入力されます。キーボード表示は PC のキーボード配列に基づきます。国別の
違いは言語設定に基づいて反映されます。
簡単に参照するために、すべての入力ダイアログボックスのヘッダーには、数
値やテキストが入力するフィールドの名前が表示されます。さらに、対応する
測定単位は入力フィールドの横に表示されています。

数字 数字入力ダイアログボックスは数字、データ、日付、および時刻を入力するた
めに提供されています。

テキスト キーボードの入力ダイアログボックスはテキストを入力するために提供されます。
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リストの選択 既存のリストからエントリを選択する方法は 2 つあります。エントリは、全般
リストからタッチして直接選択することができます。または、キーボードから
入力してリストを変更することができます。

また、入力ダイアログボックスにはバックデートイベントのコントロールが設
けられています。
>>> タグクラウドの入力ダイアログボックス ページ 4.59。
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4.5.3 体外循環データの表示

体外循環画面ヘッダーセクションには、現在の測定データを表示するための
バー a が含まれています。

表示するパラメータは、設定で定義されます。CONNECT Manager（体外循環
画面の構成）で関連するパラメータを選択してインポートすることができます。
設定 b では、これらのパラメータをそのまま使用、変更、または新しいパラ
メータを作成することができます（体外循環中の設定）。
最後に転送されたデータが常に表示されます。

a

b
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4.5.4 コンテンツパネル

メインビューで表示される体外循環データは、設定で定義されます。CONNECT 
Manager（体外循環画面の構成、ページ 3.61）で関連するパラメータを選択して
インポートすることができます。これらのパラメータをそのまま使用、CONNECT 
Recorder ソフトウェア で変更または新しいパラメータを作成することができま
す。  

体外循環データはメインビューのコンテンツパネル a にグラフ b として自動的
に表示されます。
X 軸は時間軸 c です。 タイムラインに加えて、最後に表示されたデータの現在の
タイムスタンプ e が表示されます。
Y 軸 g上には、定義された最大・最小スケールデータ、目盛間隔、および単位
が示されます。

すべての軸は、設定で定義される必要があります。X 軸の目盛間隔は時間間隔
の長さに対応します。

フィールド d の情報が、体外循環データのグラフに割り当てられます。グラフ
の色はパラメータ名の色に対応します。現在のデータと単位はラベルの下に表
示されます。

e

g

cb

a

f

d

e
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タブ f を使用して体外循環データの表示を次に切り替えることができます。
– チャート g 
– データ表 h 
– イベントの表 k 
– イベントチャート l 

g

h
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k

l
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イベントリスト kとして表示された体外循環データにコメントを追加、および
データを編集することができます。

◗ 表 aの対応する行を選択します。

◗ コメントボタン b をタップして入力ダイアログボックスを開きます。

k

a

b
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◗ コメントを入力します。
◗ 入力 cをタップして確認します。

◗ 入力したコメントは、表 dに表示されます。

c

d
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データを変更するには、

◗ 表 eの対応する行を選択します。

◗ 編集ボタン f をタップして、入力ダイアログボックス gを開きます。

◗ 保存するボタンをタップして変更を保存します。

e

f

g
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◗ 入力したデータは、表 hに表示されます。

矢印 i を使用してコメントと編集オプションを非表示にすることができます。

編集ボタン k がグレー表示されている場合、データを編集することはできません。

h

i

k
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4.5.5 タイマー

最大 6 つのタイマー a を構成することができます。簡単に参照できるように、
各々のタイマーに名前を付けることができます。さらに、各タイマーにソース
を割り当てることができま（HLM のタイマーまたはタグクラウドエントリ）。

タイマーが開始すると、時間表示は黄色 b にハイライトされます。タイマーが
停止すると時間表示は白色 c になります。時間 d は合計時間が表示されます。

d

c

a

b
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4.5.6 入力パネル：タグクラウド

入力パネル a の機能は、コントロールパネル d の選択に基づきコントロールパ
ネル c に項目を表示します。
追加的な体外循環データ e を選択しビューを切り替えると入力パネルのコンテ
ンツは変わります。

タグクラウド c と関連するサブタブ d の表示例：

プログラムには、事前構成されたタグクラウドが付属されています。
表示するタグクラウドエントリは設定で定義されます。CONNECT Manager 
（> > >  タグクラウド表示のオプション）で関連するパラメータを構成し、イン
ポートすることができます。
タグクラウド内の用語は、常にアルファベット及びアイウエオ順にソートされています。
CONNECT Manager の設定では、特定の部分に焦点を当てるためにフォントサイ
ズを変更することができます。

タイマーアイコンでマークされたソフトウェアタイマーは、タグクラウドでも
表示されます。タグクラウドタイマーは、最初のエントリをタップすると開始
します。名前は定義された開始ラベルと共にイベントの表に入力されます。タイ
マー名が黄色にハイライトされている場合、タイマーは実行しています。再び
タップするとタイマーは停止します。名前は定義された停止ラベルと共にイベ
ントの表に入力されます。タイマーが停止するとタイマー名は白色に表示されます。

タグクラウドで用語を選択すると選択した用語に関連する入力ダイアログボッ
クスが開きます。入力ダイアログボックスの表示は、設定でのタグクラウド構
成に基づきます。

c

d

a

b

e
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タグクラウドの入力ダイ
アログボックス

タグクラウド入力ダイアログボックスにはイベントのバックデート aの制御が
含まれています。現在の時刻と体外循環開始からの時間は、イベントがバック
デートされた時間（分単位）と共に表示されます。プラスまたはマイナスボタ
ンを押して、分刻みで時間を変えることができます。

血液製剤を投与するときには、血液製剤についての情報を追加することができ
ます。

– ロット番号 (LOT) b
– 血液型 c と Rh因子 d
– ヘモグロビンデータ e
– ヘマトクリットデータ f
– 投与量 g

さらに、以前の投与の合計 i と最後に投与 h が表示されます。

c

d h

g

i

b

a

e

f
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薬剤を投与する際は、投与量 a を入力することができます。さらに、以前の投
与の合計 b と最後に投与 c が表示されます。

b

c

a



 CONNECT • CONNECT Recorder

CP_IFU_45-90-14_JPN_001 4.61

上記の記載のオプションに加えて、「フリーイベント」を記録することができ
ます。
「フリーイベント」を作成するためには、タグクラウドパネルの左上にある省
略記号 a をクリックして入力ダイアログボックスを開きます。

入力ダイアログボックスが開きます：

◗ イベントの名称 a を入力します。

a

a
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イベントに液体の投与が含まれる場合は、投与された液体の量 b と単位 c を手
動で入力することができます。さらに、バランスに量を記録する場合は d選択
してください。

「フリーイベント」の数は無制限です。各々のイベントは個々に入力する必要
があります。手術後に、このイベントを PC からタグクラウドに追加すること
ができます。

b

d

c
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ボタン e をクリックすると、スペースの不足のために体外循環画面に表示でき
ないタグクラウドのエントリのリストを表示することができます。

前の表示に戻る：

◗ ボタン fをタップする。

e

f
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4.5.7 追加的な体外循環データへのナビゲーションパネル

ボタン a を使用して追加的な体外循環データの表示を開くことができます。
– バランス
– ガス流量
– 血液ガス
– 凝固
– 心筋保護
– GDP Monitor

各ビューには各々のコンテンツパネル b と入力パネル c があります。

選択された表示のボタンはハイライトされます。メインビューに戻るためには
再度ボタンをクリックしてください。

b

c

a
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バランス 患者の現在の水分バランスは、体外循環データのバランス に表示されます。現
在の全液体量は、すべてのビューで バランス ボタンをタップして表示すること
ができます。

◗ 使用する バランス ボタンをタップします (ここでは、ボタンは既に選択され
ています a)。

d

b

c

ae
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水分バランスは患者の液体の損失および液体の増加およびプライミング液の量
から計算されます。コンテンツパネルから、バランスをチャート b または表 c
として表示することを選択することができます。
入力パネル d は、常にすべての液体の量 (インプット対アウトプット）の比較
とバランスの総量を表示します。
Y 軸上には、定義された最大・最小スケールデータ e、目盛間隔、および単位
が示されます。軸は、設定で定義される必要があります。（> > > バランス、ペー
ジ 3.68）。
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ガス流量 患者の換気の情報は体外循環データのガス流量表示されます。これらのデータ
は、自動的に外部装置から転送されるか、手動で入力されます。最大 5 つのガ
スデータを構成することができます。

◗ ガス流量 ボタンをタップします (ここでは、ボタンはすでに選択されハイラ
イト表示されています a)。

フィールド b に表示される体外循環データは設定で定義されます。グラフの色
はパラメータの色に対応します。現在のデータと単位はラベルの下に表示され
ます。
X 軸は時間軸です。Y 軸 上には、定義された最大・最小スケールデータ、目盛
間隔、および単位が示されます。すべての軸は、設定で定義される必要があり
ます。（> > >  ガス流量、3.69 ページ）。
入力パネル c では、追加するデータを手動で入力することができます。

さらに、ガスデータをグラフ d または表 e として表示することを選択すること
ができます。

◗ 表ボタン e をタップして表を開きます。

a

b

c

d

e
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すべてのデータは表に表示されます。また、ガスデータを変更、追加すること
ができます。

f

g

h

i
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ガスデータを変更するには、

◗ 表 fの対応する行を選択します。

◗ 編集ボタン g をタップして、入力ダイアログボックス hを開きます。

◗ 保存するボタンをタップして変更を保存します。
◗ 入力したガスデータは、表 に表示されます。

矢印 i を使用して編集オプションを非表示にすることができます。
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血液ガス 患者の血液ガスデータは、体外循環データの「血液ガス」に記載されています。
これらのデータは、自動的に外部装置から転送されるか、手動で入力されます。
外部装置から Datapad にラボデータを転送する場合は、データを確認する必要
があります。血液ガスデータは、コンテンツパネルとして表 b に表示されます。
入力パネル c では、血液ガスデータを入力して、血液サンプルが採血された時
間を記録することができます。

◗ 血液ガスボタンをタップします ( ここでは、ボタンは既に選択されハイライ
ト表示されています a)。

a

c

d e

g

b

i

h

f

k
時間

時間
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◗  採血の時間を記録 ボタン dをタップします。

◗ 入力ダイアログボックス dから血液サンプルが採血された時間を記載します。

◗ 保存するをタップして確認します。

ラボで決定された患者の血液ガスデータを入力するには、

◗ 表 bの対応する行を選択します。

◗ 結果を入力ボタン e をタップして血液ガス 入力ダイアログボックスを開き
ます。

◗ 時間はタブと行 fに自動的に記録されます。

◗ 血液サンプルのソース (術前の症例データ /血液サンプルのソース、3.47ペー
ジ ) とタイプをリスト gから選択します。

◗ ラボデータ hを入力します。ラボデータを入力するために表示されるテキス
トフィールドの数とタイプは、CONNECT Manager の設定の表示構成に依存
します (術前の症例データ /> > >  血液ガス、3.48ページ )。

◗ ラボで血液ガスデータが測定された時間 i を入力します。

◗  保存ボタンをタップして体外循環データの画面を開きます。

◗ 入力されたラボデータは、表 bに表示されます。
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また、症例データではラボで測定された血液ガスデータを追加・編集すること
ができます。さらに、血液サンプルが採血された時間はすべて血液ガスサブタ
ブにリストされます。

◗ 症例データボタン k をクリックして症例データを開きます。

◗ 血液ガスサブタブ l を開きます。

◗ m のタブをタップすると入力ダイアログボックスが開きます。選択した記録
の追加・編集を行います。

◗ 測定時間 n を入力します。

◗ ラボデータ o、血液サンプルのソースとタイプ p を入力します。

◗ 閉じる r をタップして、入力したラボデータを表 b に追加します。

ラボデータが外部装置から転送された場合でも、ラボデータが入力パネルまた
は症例データに手動で記録された場合でも、すべてのイベントは b で表示また
は編集することができます。

l

m

o

p

n

r
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凝固 患者の凝固データは、体外循環データの凝固データに記載されています。これ
らのデータは、自動的に外部装置から転送されるか、手動で入力されます。外
部装置からDatapad にラボデータを転送する場合は、データを確認する必要が
あります。データは、コンテンツパネルの表 b に表示されます。入力パネル c 
では、凝固データを入力して、血液サンプルが採血された時間を記載すること
ができます。

◗ 凝固ボタンをタップします (ここでは、ボタンは既に選択されハイライト表
示されています a)。

a

c

d e

g

b

i

h

f

k
時間

時間
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◗  採血の時間を記録 ボタン dをタップします。

◗ 入力ダイアログボックス dから血液サンプルが採血された時間を記載します。

◗ 「保存する」をタップして確認します。

ラボで測定された凝固データを入力するには、

◗ 表 bの対応する行を選択します。

◗ 結果を入力ボタン e をタップして凝固 入力ダイアログボックスを開きます。

◗ 時間は自動的にタブと行 fに記録されます。

◗ 血液サンプルのソース（術前の症例データ/ 血液サンプルのソース、3.47 ペー
ジ）とタイプをリスト gから選択します。

◗ ラボデータ hを入力します。表示されるラボデータの数とタイプは、
CONNECT Manager の設定の表示構成に依存します（術前の症例データ/ 凝
固、3.49ページ）。

◗ ラボで凝固データが測定された時間 i を入力します。

◗  「保存する」ボタンをタップして体外循環データの画面を開きます。

◗ 入力されたラボデータは、表 bに表示されます。
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また、症例データではラボで測定された血液データを追加・編集することがで
きます。さらに、血液サンプルが採血された時間はすべて凝固サブタブにリス
トされます。

◗ 症例データボタン k をクリックして症例データを開きます。

◗ 凝固サブタブ l を開きます。

◗ m のタブをタップすると入力ダイアログボックスが開きます。選択した記録
の追加・編集を行います。

◗ 測定時間 n を入力します。

◗ ラボデータ o、血液サンプルのソースとタイプ p を入力します。

◗ 閉じる r をタップして、入力したラボデータを表 b に追加します。

ラボデータが外部装置から転送された場合でも、ラボデータが入力パネルまた
は症例データに手動で記録された場合でも、すべてのイベントは b で表示また
は編集することができます。

lm

o

p

n

r
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心筋保護 心筋保護液の投与記録は、体外循環データの「心筋保護」に記載されています。
データは、コンテンツパネルの表 b に表示されます。入力パネル cでは、心筋
保護液の投与のタイマーを手動で開始することができます。
心筋保護ボタンをタップします (ここでは、ボタンは既に選択されているので
ハイライトされています a)。

心筋保護液が、HLM 心筋保護センサモジュールを使用して投与されていない場
合は、心筋保護液の投与記録は手動で開始・停止する必要があります。
心筋保護液が HLM により投与される場合、投与が完了するとダイアログボック
スが開きます。 投与をイベント表に記載するためには確認する必要があります。

a

c

b

d

f

g

e

Bretschneider
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手動で記録を開始するには、

◗ 心筋保護を手動で開始するボタンをタップし、入力ダイアログボックス d を
開きます。

◗ タイマーを開始する時間 e を入力します。

◗ 心筋保護液のボリューム、温度および圧力を入力します f。

◗ さらに、心筋保護のタイプと投与の位置を特定します g。
記録の状況は入力パネル c に表示されます。
記録の一覧は、表 b に記載されます。

HLM からの開始・停止コマンドは自動的に直接記録されます。

データの受入れは、確認する必要があります。

◗ 確認ボタン h をタップしてください。

h
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また、その他の値とデータを変更することができます。

値とデータを変更するためには、

◗ 表 aの対応する行を選択します。

◗ 編集ボタン b をタップして、入力ダイアログボックス cを開きます。

◗ 確認ボタンをタップして変更を適用します。
◗ 変更は表に表示されます。

矢印 d を使用して編集オプションを非表示にすることができます。

a

b

c

d
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患者ステータスを決定す
るための手順 
(GDPモニター )

酸素供給量、酸素消費量および二酸化炭素産生量の点で患者の状態についての情
報を提供する際には、いくつかの要因を考慮する必要があります。使用される手
順 (Goal Directed Perfusion Monitor) は、さまざまな方程式に基づいています。
すべての計算を実行するには、次の情報が必要です。
– ガス流量 (Qf または Ve)
– 血液流量 (ポンプ機能) (Qb)
– 動脈および静脈の酸素分圧 (PaO2 および PvO2)
– 動脈および静脈の酸素飽和度 (SaO2 および SvO2)
– ヘマトクリットデータ (Hct)
– 人工肺出口の二酸化炭素濃度 (CO2exh)
– 体表面積 (BSA)

これらのデータは外部装置 (例：血液ガスモニター ) を使用して測定すること
ができます。または、手動で入力することができます。

方程式を使用してこの情報から以下の 6 つのデータを計算することができます 
(GDP Monitor のための方程式、9.10ページ ):
– 酸素供給指数 (DO2i)
– 酸素消費指数 (VO2i)
– 二酸化炭素産生指数 (VCO2i)
– 酸素供給指数の二酸化炭素産生指数に対する比率 (DO2i/VCO2i)
– 二酸化炭素産生指数の酸素消費指数に対する比率 (VCO2i/VO2i)
– 酸素消費指数の酸素供給指数に対する比率 (VO2i/DO2i)

妥当性を確認するために、さらに GDP Monitor に表示されるデータを確
認する必要があります。間違ったデータが転送、または方程式に入力さ
れた場合、間違った結果が出力されます。

!

! GDPパラメータを計算するための関連データを提供するすべての外部
装置がそれぞれの較正手順に従って完全に較正されていることを常に
確認する必要があります。そうしなければ、計算されたDGDPパラメータ
が間違った値になる可能性があります。
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GDP Monitor ボタンをタップします (ここでは、ボタンは既に選択されている
のでハイライトされています a)。

GDP Monitor のボタンがグレー表示されている場合は、データ記録を開
始することができません。この場合、GDP Monitor を使用するための要
件が少なくとも 1 つ満たされていません。

!

e

d
b

a

c

f



CONNECT • CONNECT Recorder

4.82 CP_IFU_45-90-14_JPN_001

コンテンツパネルから、患者のステータスをチャート b または表 c として表示
することを選択することができます。
Y 軸上には、定義された最大・最小スケールデータ d、目盛間隔、および単位
が示されます。軸は、設定で定義される必要があります。（GDP Monitor、3.75 
ページ）。
制限 e は入力パネルに表示されます。制限は、設定で定義される必要がありま
す。（システムデータ の計算 ページ 3.101 または、データ計算 ページ 4.13）。

患者のステータスデータを計算するためには、

◗ 計算 f をタップして GDP Monitor の入力ダイアログボックスを開きます。
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データを計算するためには 3つのオプションがあります。
– 手動のみによるデータ入力 a
– 接続された外部装置からの自動的な連続データ入力
– 半自動 b (手動入力とマシンデータの組み合わせ )

b

a
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また、その他のデータを変更することができます。

データを変更するには、

◗ 表 aの対応する行を選択します。

◗ 編集 b をタップして、入力ダイアログボックス c を開きます。

◗ 確認ボタンをタップして変更を適用します。
◗ 変更は表に表示されます。

矢印 d を使用して編集オプションを非表示にすることができます。

a

b

c

d
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4.6 表示されたイベントを確認します

体外循環の際、大量のデータが外部装置から Datapadに転送されます。これら
のデータの中には、記載する前に確認する必要があるものもあります。

ラボデータとメッセージ
の確認

心筋保護液が HLM により供給される場合、ラボデータあるいはデータが外部装
置から Datapad に転送された場合は、転送が完了された時にダイアログボックス
が開きます。
イベント表に記載するためにはイベントを確認する必要があります (例）。

◗ イベントを記録するためには、承認 aをクリックして確認します。

◗ イベントを記録しない場合は、拒否 bをクリックします。

b a
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手動入力に関する注意
事項

手動入力が不完全な場合、または手順が実行されなかった場合、指示 c が表示
されます。

◗ 指示 cに従ってください。

エラー システムエラーが発生した場合、メッセージが表示されます。これらのメッ
セージの内容は、サービス部門に連絡し、指示に従ってください。

メッセージが 1回表示された場合、障害が発生しているとは限られません。手
順を繰り返してください。しかし、メッセージが 2回以上表示された場合は、
– サービス部門に通知し、
– ソフトウェアを使用しないでください。

c
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警告 体外循環の際、警告メッセージが HLMまたは外部装置から転送されると、ダイ
アログボックスが表示されます。
データ転送中にエラーが発生した可能性があるので、メッセージを調査する必
要があります。メッセージの原因を取り除いてください。例：時計を正しく設
定する a、または、設定で単位を b 変更する。

◗ 警告 cを確認します。

◗ すべてのメッセージは、リスト dに入力されます。

◗ リストを開くためには、体外循環画面ヘッダーの警告記号をタップします。
◗ リスト内のすべてのエントリを削除するには、はい eをタップします。

c

d

e

a b
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4.7 高度レベルの機能へのナビゲーションパネル

高度レベルの機能には、このナビゲーションパネル aからアクセスできます。
すべての体外循環画面の表示からアクセスすることができます。

体外循環中に設定メニューにアクセスするには、

◗ 設定 bをタップします。
>>> 体外循環中の設定 ページ 4.23

症例データに戻るには、

◗ 症例データ cをタップします。
>>> 患者データ ページ 4.26

データ記録を終了するには、

◗ 症例を閉じる d をタップします。

体外循環画面に戻るには、

◗ キャンセルをタップします。

d

c

b

a
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体外循環を停止するには、

◗ はいをタップします。

体外循環のデータ記録は停止しました。

症例マネージャが開きます。

現在の状態と患者データが保存された場所は状態と保存場所の列 a に記号で表
示されます。
b:新しい症例データが作成されましたが、体外循環のデータはまだありません。

c:体外循環は完了しました。
d:これらの症例データは（USB スティック、LAN 接続を経由して）エクスポート
されました。  
e:これらの症例データは（PC などにある）データベースに保存されています。 

混同を回避するために、患者データ作成に関する追加情報は、ECC番号列 f に
表示されています。
g:この ECC 番号は、CONNECT Recorder により作成されています。連続する
ECC 番号は「@」で記されています。
h:この ECC 番号は、CONNECT Manager により作成されています。連続する 
ECC 番号は、Configuration Studioで定義されたように表示されます。

>>> データを転送するためには、 データ転送 章、4.90ページから続行してく
ださい。

CONNECT Recorder を終了するためには、

◗ 閉じる i をタップします。

b

d

c

a

e

i

f

h

g
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4.8 データ転送

4.8.1 CONNECT Recorder からデータをエクスポート

症例マネージャ :
エクスポート

データの記録が完了したら、USB スティック、LAN 接続を経由して、CONNECT
Manager にデータを転送します。

◗ 体外循環データを転送する患者 a を選択します。

◗ 必要に応じて、データパス b を変更します。

◗ エクスポート cをタップして確認します。

データをネットワーク f経由で転送する場合、データを CONNECT 
Manager にもインポートする必要があります。

データ転送が正常に完了すると、記号 d は記号 e に変わります。

症例マネージャから患者データを削除するには、

◗ 患者を選択します。
◗ 削除  g をタップします。

e

d

g

c

a

b

f

!
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複数の患者データを転送または削除するためには、

◗ オプション g を選択します。

◗ 関連する患者データ h を選択します。
次のステップは、上記の手順と同じです。

◗ 起動画面に戻るためには閉じるボタン i をクリックしてください。

g

i

h
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USB スティックを使用するための追加的な指示：

CONNECT Recorder から CONNECT Manager への患者データの転送を適切
に完了するには、USB スティックを Datapad に再接続する必要がありま 
す。データ転送時にエラーが発生しなかった場合、エクスポートされた
患者データは症例データから削除され、表示されなくなります。

USB スティックを紛失するなどして、異なる USB スティック を Datapad に
接続する場合、患者データ a はグレー表示され、矢印 b が表示されます。

この場合、再度患者データを転送してください。

!

b

a
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◗ USB スティックを Datapad に接続します。

◗ 表 cの対応する患者データを選択します。警告記号 d がエクスポートボタン
に表示されます。

◗ エクスポート ボタン e をタップして患者データを USB スティックにエクス
ポートします。

患者データは白く表示され、記号 fが表示されます。警告記号はクリアされま
した。

c

d

e

f

g
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◗ 起動画面に戻るためには閉じる g をクリックしてください。

◗ CONNECT Manager に患者データを再度インポートします。

◗ データ転送が完了したことを確認します。
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設定 : エクスポート 起動画面が表示されたら、

◗ 設定をタップして設定メニューを開きます。

設定データを Datapad から PC に転送するためには、

◗ 設定を転送タブを開きます。

◗ エクスポート a をタップしてメニューを開きます。

◗ すべてのデータを転送するためには b を選択します。

◗ 個々のデータを転送するためには、それらのデータを選択してください。

◗ 必要に応じて、データパス c を変更します。

◗ 設定をエクスポート d をタップします。

転送が完了すると e が表示されます。

a

b

c

d

e

f
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起動画面に戻るためには閉じる f をタップしてください。

CONNECT Recorder を終了するためには、

◗ 終了  g をタップします。

g
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4.8.2 CONNECT Manager：症例データのインポート

Datapadと PC間のデータ転送には、USB スティック、または LAN 接続を使用
します。
体外循環の完了時に症例データを CONNECT Manager の症例マネージャにイン
ポートするためには、

◗ 症例を選択 a をクリックして症例マネージャを開きます。

◗ USB スティックを使用する場合は、PC の空いている USB ポートに USB ス
ティックを差し込みます。

a



CONNECT • CONNECT Recorder

4.98 CP_IFU_45-90-14_JPN_001

◗ 体外循環のデータを転送する患者 b を選択します。

◗ パスを定義するためにデータパス c を選択します（USBスティックまたは LAN 
接続）。

複数の患者データを転送または削除するためには、

◗ 関連する患者データを選択します。
ステップは、上記の手順と同じです。

◗ インポート d をクリックして確認します。

b

d

c

e
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データ転送が正常に完了すると、記号 e は記号 f に変わります。

レポートを作成するには、

◗ レポート gをクリックします。

>>> データを作成するには、 レポートの作成節、7.1ページから続行してくだ
さい。

症例を完了するには、

◗ 症例を完了 hをクリックします。

選択された症例は完了し、編集できなくなります。体外循環記録は、現在の症
例タブ i から完了した症例タブ kに転送されます。
転送された症例は、転送後 24時間以内は、現在の症例  タブから開き簡単にア
クセスできます。体外循環記録の転送から 24時間以降は、完了した症例タブ
からのみ症例を開くことができます。

閉じる m をクリックして CONNECT Manager の起動画面に戻ります。

g

f

h m

i k
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5 HeartLink セット
HeartLink RFID カード（略して「RFID カード」）を装備しているディスポーザブル
製品に関する製品情報は、カードリーダーを使用して直接インポートすることが
できます。この機能は、CONNECT Recorder の製品タブ（ディスポーザブルサブ
タブ）から利用できます。（現在、日本にはRFIDカードを装備しているディスポーザブル
製品はありません。GDPモニターカードにはディスポーザブル製品に関する情報は
入っていません。）

– リヴァノヴァ HeartLink セットの取り付けと接続に関する情報、および、
– カードリーダーの技術仕様については、
別添の取扱説明書を参照してください。

操作の要件 カードリーダーは Datapad に接続されている必要があります。カードリーダー
は Datapad により電源供給されます。
操作の準備状態は、カードリーダーの前パネルにある LED で示されます。
– LED が緑色に点灯する場合： カードリーダーは正しく接続されています。
カードリーダーは準備できました。

– LED が赤色に点灯する場合：カードリーダーはオンとなりデータが読み込ま
れています。

5.1 準備

5.1.1 ドライバのインストール

◗ Datapad の関連するフォルダを開けてください。

◗ スマートカードリーダーの設定をダブルクリックしてドライバを起動します。

ドライバの起動後、プログラムのプロンプトに従ってください。
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すべての情報が正しい場合、Nextをクリックしてください。そうでない場合
は、Cancelボタンをクリックして確認し、必要に応じて、以前の設定をステッ
プごとに修正してください。

Installをクリックしてインストールを開始します。

◗ Finishをクリックしてインストールを完了します。
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インストールを完了すると、接続 a が表示されます：

◗ 必要であれば、カードリーダー bを割り当てます。

RFID カードを利用してデータをインポートするには、

◗ RFID カード c をカードリーダー eのブラケット dに差し込みます。

a

b

e

d

c
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5.2 カードリーダーの操作

RFID カードデータがインポートされると、対応するダイアログボックスが表示
されます。

データのインポート時に警告メッセージが表示された場合は、ダイアログボッ
クスの指示に従ってください。

次の場合、警告メッセージが表示されます。

– RFID カードのデータが既にインポートされている場合aが表示されます 。

◗ 処理をキャンセルします。
◗ RFID カードを取り出します。

◗ 次の RFID カードをカードリーダーのブラケットに差し込みます。

– RFID カードのデータが既にインポート・転送されている場合 bが表示され
ます。

◗ 既存のデータを上書きまたは処理をキャンセルします。

a b
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データのインポート後に警告メッセージが表示された場合は、ダイアログボッ
クスの指示に従ってください。

データが以前に転送され、再度インポートする際にエラーが発生した場合、
メッセージ c が表示されます。

◗ 処理をキャンセルします。

◗ データを上書きする場合は、再度 RFID カードデータをインポートしてくだ
さい。

◗ 次の RFID カードデータをインポートして続行してください。

RFID カードデータがエクスポートできない場合、または、データ読込み中に
カードがカードリーダーから取り出された場合、メッセージ d が表示されます。

◗ 処理をキャンセルします。

◗ RFID カードデータを再度インポートしてください。

c d

エラーが発生しました
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データのインポートが完了すると、a 製品名、製品番号および、ロット番号が
表示されます。（GDPモニターカード使用時には表示されません。）

製品タブにインポートされたデータ b が表示されます。

◗ データを確認、変更または修正するためにはそれぞれのデータシートcに
移動してください。

データが変更された場合、または、誤って保存された場合は、データを再イン
ポートすることができます。

メッセージ d は、この RFID カードが以前に使用されていることを示します。

◗ 転送 e をクリックして データを適用します。

a

b c

e

d



 CONNECT • トラブルシューティング

CP_IFU_45-90-14_JPN_001 6.1

6 トラブルシューティング
CONNECT および HLM での作業中に問題が発生した場合は、次のリストから解
決策を探してみてください。

ソフトウェアが起動
しない。

問題

CONNECT Manager が起動しない。
解決策
– 適切なドングルが USB ポートに接続されているか確認してください。
– 60日の限定ライセンスの期限が切れていないか確認してください。無制限
に使用するためのライセンスについては、サービス部門にお問い合わせくだ
さい。

– Manager.exeファイルがご使用の PC に 1 回のみインストールされているこ
とを確認してください。

指示に従ってください。



CONNECT • トラブルシューティング

6.2 CP_IFU_45-90-14_JPN_001

ログイン 問題

Manager が入力したパスワードを許可しない。
解決策

まず、パスワードが正しく入力されていることを確認してください（パスワー
ドでは大文字と小文字が区別されます）。パスワードを忘れた場合は、同僚に
お尋ねください。すべての同僚がパスワードを忘れた場合は、サービス部門に
お問い合わせください。

接続された外部装置 状況

動作中、システム全体は「無停電電源装置」（Uninterruptible Power Supply）が
電源を供給します。HLM の動作は中断されません。
影響

UPS 動作への切替はイベントテーブルにログ記録されます。システム全体が動
作している場合、CONNECT の動作は影響されません。

状況

動作中にポンプが故障した。
影響

ポンプから転送されるデータが停止するので、体外循環画面のそれぞれの
チャートにギャップが生じる可能性があります。
解決策
– 利用可能な場合は、予備のポンプと交換してください。チューブを新しいポ
ンプに装着ください。装置の構成をカスタマイズします（センサーのモニタ
リングなど）。

– 続いて、設定メニューのシステムデータサブタブを開けてください。
– 新しいポンプ番号をシステムデータにマップします。
– 体外循環画面に戻ります。

状況

動作中に外部装置が故障した (ガスブレンダーなど ) 。
影響

データ送信が停止するので、体外循環画面のそれぞれのチャートにギャップが
生じる可能性があります。
解決策
– 外部装置のケーブルと接続を確認してください。
– 必要に応じて、装置を交換してください。
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データ転送 問題

動作中にデータベースの障害が発生した。
解決策

病院の IT 部門に問い合わせ、必要に応じて、障害のあるデータベースを交換
（バックアップ）してください。

問題

動作中にオペレーティングシステムのエラーが発生した。
解決策

病院の IT 部門にお問い合わせください。

問題

動作中に Datapad のタッチスクリーンが故障した。
解決策

Datapad を交換してください。

手動によるデータ入力 問題

手動入力 (コメントまたはイベント ) が表示されない。
解決策
– 正しい項目に入力したか確認してください。
– 必要であれば、正しい入力フィールドに移動してください。
– 再入力してください。

問題

手動で入力したイベントが体外循環画面の「イベントチャート」タブに表示さ
れない。
解決策

関連するイベントが選択されたイベントテーブルに転送されていることを確認
してください。
– これを実行するためには、設定メニューのチャート表示タブのイベントサブ
タブを開きます。

– 必要に応じて、対応するイベントを使用可能なイベントの表から選択したイ
ベントの表に転送します。

– 体外循環画面に戻ります。
– 再入力してください。
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7 レポートの作成

一般的な情報 データベースからの情報は要約され、明確にレポートに記載されます。レポー
トは、統合されたツールにより自動的に作成されます。

必要なレポートテンプレートのセットは用意されています。
レポートテンプレートの特別なフォーマット、または病院の規格を満たすため
に追加のカスタマイズが必要とされる場合には、サービス部門にお問い合わせ
ください。

体外循環記録の作成 USB スティック、または LAN 接続を使用して、体外循環データを Datapad から 
PC の CONNECT Manager に転送します。

◗ 症例を選択をクリックして症例マネージャを開きます。
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体外循環記録を作成するための患者データを選択します。

◗ 対応する行 a を選択します。

◗ レポート b をクリックします。

b

a
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例
標準レポートから抜粋：
（複数の重要なデータは、例示目的のために強調表示されています）
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体外循環記録のエクス
ポート

任意のレポートを PDF としてエクスポート、または、接続されたプリンタから
直接印刷することができます。

>>> エクスポートパスの設定については、基本設定 節、3.105 ページを参照
してください。

選択された患者データ a が表示されます。

印刷するレポートタイプ b を選択してください：

◗ 必要とするコピー数 cを入力してください。

◗ 選択されたものを印刷 d をクリックして確認してください。

エクスポートするレポートタイプ b を選択してください：

◗ PDF 作成のための表示されたパス eを確認してください。

◗ ローカルパスにエクスポート f をクリックして確認してください。

データをネットワークにエクスポートするためのレポートタイプ b  を選択して
ください：

◗ 表示されたネットワークパス g を確認してください。

◗ ネットワークパスにエクスポート h をクリックして確認してください。

a

ge

b

f h d

i

c h
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PDF はエクスポートされました：

転送が完了すると i が表示されます。

レポートメニューを終了して起動画面に戻るためには 閉じる k をクリックして
ください。

k

i
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体外循環記録の編集 病院の規格に合わせて体外循環記録をカスタマイズすることができます。

◗ 編集ボタン a をクリックします。

レポートテンプレートの特別なフォーマット、または病院の規格を満た
すために追加のカスタマイズが必要とされる場合には、サービス部門に
お問い合わせください。

a

!
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患者データの検索 CONNECT Manager では、症例マネージャで完成した症例 a のリストからの患者
データを表示することができます。

希望する患者データがダイアログボックスに表示されていない場合は、検索機
能を使用して患者データを表示することができます。
患者データを検索するには、患者 ID b または患者名 c を入力してください。 ま
た、一致する名前のリストを表示するには、名前の頭文字（例えば、「S」）また
はその一部（例えば、「SMI」）を入力することができます。
さらに、オプションとして以下を入力して検索することができます：
– ECC 番号 e、
– 手術の日付 f、または
– 生年月日 h。

日付範囲 g を指定して、手術日付の対象期間 f を制限（厳密を選択）または拡
張（月または年を選択）することができます。
対象期間を制限すると、指定された日に記録されたデータの全てが表示されま
す。対象期間を拡張すると、指定された月または年に記録されたデータの全て
が表示されます。

a

b c h

f

ge
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指定された検索条件に一致する症例の数 k は症例の総数に対する分数として
示されます。
症例は完了され l データベース m (PC)に保存されました。
閉じる n をクリックして CONNECT Manager の起動画面に戻ります。

k

m

n

l
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8 統計
記録されたデータの統計は、手術室の記録から作成することができます。さら
に、使用された用品の概要を含むインベントリレポートをコンパイルすること
ができます。
これらの統計の内容は、特定の条件を選択することにより、制限することがで
きます。

◗ CONNECT Manager を開きます。

起動画面が表示されます。

◗ 統計をクリックして統計メニューを開きます。
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8.1 統計ユーザーインターフェースの概要

統計メニューは、
– 特定のフィルターを使用して OR 記録をコンパイル（例えば、特定の時間範
囲の OR 記録、または特定の診断に関する OR 記録）、 

– およびインベントリレポートを作成するためのオプションを提供します。

c

d

f

a

c

d

f

b

e

e
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体外循環記録を検索するには、 臨床レポートタブ a、または、データベース全体 
cを検索するためにはインベントリレポートタブ b、または、特定の時間間隔
に検索を限定するためには dを使用します。
両方のタブで、フィルター機能 e を使用して検索を制限することができます。
検索結果はそれぞれまたは、まとめて f でエクスポートすることができます。
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8.2 体外循環記録の選択

◗ 臨床レポート タブをクリックして臨床レポートメニューを開きます。

事前選択を利用すると、データベース全体 a にアクセスすることができます。
特定の期間を検索するためには、時間間隔 b を設定して検索を制限してくだ
さい。

a

b
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8.2.1 フィルターとクエリセットの操作

フィルターを選択

◗ フィルターを追加する a をクリックしてドロップダウンリストボックス bを
開きます。

◗ 検索機能のフィルター c を選択します (「年齢」など )。

◗ 追加のフィルターを適用して、さらに検索を制限するためには、フィルター
を追加する a を再びクリックします。ドロップダウンリストボックスから追
加のフィルターを選択します （患者の性別、身長 dなど）。

◗ 適用 e をクリックして検索を開始します。

c

d

e

a

b
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この例の図 a には、エラーメッセージが表示されています。

◗ 指示に従ってください。
◗ フィルターの設定を確認してください。

フィルター f は正しく設定されています。
フィルター b と c の設定は不完全で間違っています。

◗ 設定 d と eを直してください。

◗ 再び 適用 をクリックしてください。

b

a

d

c

e

f
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クエリは処理されました g。 この例で選択されたフィルターの OR 記録は見つか
りませんでした。

◗ 検索をリセットするためには、詳細をクリア h をクリックしてください。

◗ 特定のフィルター i、または、すべてのフィルター kを削除します。

◗ 必要に応じて、フィルターの設定を変更または異なるフィルターを選択し
ます。

g

k

i

h
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クエリセットを保存 クエリセットとして保存し、フィルターの特定の組み合わせを再利用すること
ができます。

◗ クエリセットを保存する a をクリックしてフィルターのセットを保存します。

日時は、デフォルトの名前 bとして使用されます。そのまま使用するか、デ
フォルトの名前を編集したり、別の名前に置き換えることができます。

固有の名前 c を入力してください。これによりドロップダウンリストボックス 
d から適切なクエリセットを見つけることができます。

◗ 確認 をクリックしてクエリセットを保存します。

◗ キャンセル をクリックして処理をキャンセルします。

a

d

c

b
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クエリセットを読み込む ◗ クエリセットを読み込む a を選択して以前に保存されたクエリセットを選択
します。

◗ ドロップダウンリストボックス bから希望するクエリセットを選択します。 

◗ キャンセルをクリックして処理をキャンセルします。
◗ 読み込む c をクリックして続行します。

a

c

b
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保存されたクエリセットを読み込む場合、以前に選択されたフィルター
は上書きされます。

◗ キャンセルをクリックして処理をキャンセルします。
◗ はい d をクリックして選択したクエリセットを読み込みます。

d

i
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検索結果から症例を開くためには、

◗ 開く症例 a  を選択します。

◗ 選択された症例を開ける b をクリックします。

a

b
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次の情報が選択した症例の画面に表示されます。

– 患者マスターデータ a
– 水分バランスの情報 b（増加・減少）
– 使用されたディスポーザブル製品に関する情報 c 
– HLM から Datapad に送信された、または、手動で入力されたすべてのオン
ラインデータの表 d

また、オンラインデータの表 d では、同期および非同期のデータを選択
することができます .

体外循環の際、CONNECT Recorder は、継続的に HLM データを 20 秒ごと
に記録します。システム全体のすべてのオンラインデータを表示するに
は、同期データオプションを選択します。

イベント関連データ（薬物の投与または手動による心筋保護の管理など）
は継続的に記録されません。イベントに関連して記録されたデータのみ
を表示するためには、非同期データオプションを選択します。

すべてのデータを組み合わせるためには、両方のオプションを選択します。

◗ 統計に戻る e をクリックして臨床レポート タブに戻ります。

a

c

b

d

e

i
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8.2.2 データをエクスポート 

以前に選択されたすべてのフィルターに一致する体外循環記録は詳細ウィンド
ウ aにリストされます。

◗ データをエクスポート b をクリックして選択したデータをエクスポートします。

b

a
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◗ ブラウズ b をクリックしてターゲットフォルダ c を作成または選択します。

◗ すべての症例を選択 d をクリックしてすべてのリストされたデータをエクス
ポートします。

◗ すべての症例の選択を解除する e をクリックして以前の選択を解除します。

◗ 希望する形式 g (PDF または CSV) を選択します。

オンラインデータオプション f を選択し、Recorder により記録されたデータを
選択したデータとともにエクスポートします。

◗ エクスポートを開始する h をクリックして選択した症例をターゲットフォル
ダにエクスポートします。

患者データはデフォルトの名前でターゲットフォルダに保存されます。
デフォルトの名前には、ECC 番号、患者 ID、および PDF または CSV ファ
イルのエクスポートに日付が含まれます。

g

d

f

h

b

c

e

l i

i
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クエリの結果を保存 i をクリックしてクエリの結果を保存します。

日付と時間がデフォルトの名前 k として使用されます。そのまま使用するか、
デフォルトの名前を編集したり、別の名前に置き換えることができます。

固有の名前を入力してください。これによりターゲットフォルダ内 c で適切な
クエリの結果を見つけることができます。

◗  統計に戻る l をクリックして 臨床レポートタブに戻ります。

k
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8.3 インベントリレポート

インベントリレポートを使用して、使用する資材に関する情報を検索すること
ができます。  

◗ インベントリレポート タブをクリックして、インベントリレポートメ
ニュー開きます。

事前選択を利用すると、データベース全体 a にアクセスすることができます。
インベントリレポートを特定の期間に制限するためには、時間間隔 b を設定し
てください。

a

b



CONNECT • 統計

CP_IFU_45-90-14_JPN_001 8.17

8.3.1 フィルターを選択

◗ フィルターを追加する a をクリックしてドロップダウンリストボックス bを
開きます。
症例データのメインパネルにリストされたすべてのディスポーザブル製品を
選択することができます。

◗ タイプを選択 ドロップダウンリストボックス b から使用するディスポーザ
ブル製品（「人工肺」など）を選択します。

◗ ラベルを選択ドロップダウンリストボックス c  から関連するタイプに適切
な製品名を選択します。

◗ 適用 d をクリックして検索を開始します。

a

b

c
d
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検索を制限するために複数のフィルター e を設定することができます。

検索の精度は、指定された選択基準の数と共に増加します。

◗ ラベルを選択ドロップダウンリストボックス f から追加的な詳細またはタイ
プのラベルを選択します。

◗ 該当する場合は、ロット番号 g または有効期限 h を入力してください。

e

f

f

h

g

i
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◗ 適用 i をクリックして検索を開始します。

以前に選択されたすべてのフィルターに一致するインベントリレポート k は検
索されませんでした。

◗ 検索をリセットするためには、詳細をクリア l をクリックしてください。

◗ 特定のフィルター m、または、すべてのフィルター nを削除します。

◗ 変更または新しい詳細を入力します。
◗ 適用 i をクリックして評価を再度開始します。

クエリセット o として保存し、フィルターの特定の組み合わせを再利用するこ
とができます。
>>> 手順は、臨床レポートタブにフィルターを保存する場合と同じです (クエ

リセットを保存、8.8 ページを参照）。

クエリセットを読み込む p を選択して以前に保存したクエリセットを選択します。
>>> 手順は、臨床レポートタブのクエリと同じです (クエリセットを読み込

む、8.9 ページを参照）。

k

i
n

m

lo p
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8.3.2 インベントリレポートのエクスポート

以前に選択されたすべてのフィルターに一致するディスポーザブル製品は詳細
ウィンドウ aにリストされます。

◗ 使用する形式 b (PDF または CSV) を選択します。

◗ ブラウズ c をクリックしてターゲットフォルダ を作成または選択します。

◗ エクスポートを開始する d をクリックしてインベントリレポートをターゲッ
トフォルダにエクスポートします。

インベントリレポートはデフォルトの名前でターゲットフォルダに保存
されます。デフォルトの名前には、PDF または CSV ファイルのエクス
ポートの日付が含まれます。

◗ 閉じる e をクリックしてスタートアップ スクリーンに戻ります。

b

d

c

a

e

i



 CONNECT • 付録

CP_IFU_45-90-14_JPN_001 9.1

9 付録

9.1 仕様書

CONNECT Manager の要件：

9.2 ラベル

オペレーティングシステム – Microsoft Windows XP service pack 3
–

ランダム ·アクセス ·メモリ (RAM) – 最小：1 GB

画面解像度 – 1024 x 768 ピクセル

使用するデータベース – Microsoft SQL Server 2008 R2 以上
(Express Edition 以上 )

ハードディスク空き容量 – 150 MB + 500 MB for .NET 3.5 SP1 (インストール前 )

オペレーティングシステム – Microsoft Windows XP service pack 3
–
（他のオペレーティングシステムについては、元の Microsoft 
のドキュメントを参照してください）

ランダム ·アクセス ·メモリ (RAM) – 最小：512 MB
推薦：1024 MB

プロセッサの種類 – 最小：AMD Opteron、AMD Athlon 64、
Intel EM64T 対応 Intel Xeon、
Intel EM64T 対応 Intel Pentium IV 

プロセッサ速度 – 最小：1.4 GHz
推薦：2.0 GHz 以上

ハードディスク空き容量 – 最小：3.6 GB
推薦：

!

Rx ONLY U.S.A.でのみ該当：
販売（処方）は、医師に制限されています

Microsoft Windows 7 / Windows 10

Microsoft SQL Server 2008 R2 / 2014 SP3 / 2017 Express Edition 要件：

Microsoft Windows 7 / Windows 10

Express のデータベースあたり）。データベースに必要な
ハードディスク容量は、データベース内の記録の数に伴って
増加します。

10 GB （SQL Server 2008 R2 の/ 2014 SP3 / 2017 

Microsoft SQL Server 2008 R2 / 2014 SP3 / 2017 をインストールするための
ハードウェアおよびソフトウェア要件の詳細情報も考慮する必要があり
ます。
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9.3 部品番号

CONNECT
完全な S5 パッケージには次が含まれています。

24-90-30

04-09-42 dapataD

Datapad のホルダー 24-10-10

S5 システムへの 24V 接続用ケーブル 45-12-81

S5 システムへの接続用ケーブル（ブロッキングフェライトを含む） 45-12-03

S5 インターフェースモジュール 29-02-50

CONNECT Recorder 24-90-50

CONNECT
ドングルパッケージには CONNECT Manager ソフトウェアが含まれています 24-90-45

アクセサリ：

HeartLink セットには以下が含まれています。

ケーブル付カードリーダー

カードリーダーのホルダー

24-90-36
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9.4 単位と換算

換算係数：

位単トッゲータ数係算換位単スーソ

lm0001 •l

l100.0 •lm

nim/lm0001 •nim/l

nim/l100.0 •nim/lm
2m/nim/lm0001 •2m/nim/l

2m/nim/l100.0 •2m/nim/lm

mc1.0 •mm

mm01 •mc

0001 •mm マイクロメータ

マイクロメータ mm100.0 •

一般的な単位と換算

フレンチ (Fr) カニューレおよびカテーテルの外径の測定：1 Fr = 1/3 mm

cm または inch 
(1 in. = 1")

長さの単位：1 cm = 0.39"、1" = 2.54 cm

°C または °F 温度の単位：
摂氏度 [°C] = (華氏度 [°F] − 32) / 1.8
華氏度 [°F] = (摂氏度 [°C] × 1.8) + 32

バールまたは kPa 圧力の単位：0.01 バール = 1 kPa

mmHg または kPa 圧力の単位：1 mmHg = 0.133 kPa、1 kPa = 7.5 mmHg

1/min または bpm 毎分のイベント数 = 毎分の脈拍数（拍数 /分）

1/min または rpm 毎分のイベント数 = 毎分の回転数

lpm (LPM) または 
L/min
(l/min)

毎分のリットル
単位：1 l/min = 1000 ml/min

rpm (RPM) 毎分の回転数

mEq/l リットル当たりの 1ミリ当量 = リットル当り 1ミリモル
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追加的な単位：

% パーセント

1/min 速度

1000/micro l

A アンペア（電流の測定単位）

cmH2O 水柱

cmH2O/l 気道抵抗

dyn*s/cm5 末梢血管抵抗の単位

g グラム

g/dl デシリットル当たりのグラム

g/l リットル当たりのグラム

IU 国際単位

J ジュール

kg キログラム

l リットル
単位：1 l = 1000 ml

l/min/m2 心係数

LMT ローカル平均時間
(日付と時間を表示：HLMから送信、ソフトウェアにより変換 )

m2 平方メートル

mg/dl デシリットル当たりのミリグラム

mg/kg キログラム当たりのミリグラム

mg/l リットル当たりのミリグラム

micro g/l 濃度

milli eq/l リットル当たりのミリ当量

ml ミリリットル

ml/cm センチメートル当たりのミリリットル

ml/dl デシリットル当たりのミリリットル

ml/kg キログラム当たりのミリリットル

ml/l リットル当たりのミリリットル

ml/min 分当たりのミリリットル

ml/min/m2 平方メートルの当たり分当たりのミリリットル
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mm ミリメートル

mmol/kg キログラム当たりのミリモル

mmol/l リットル当たりのミリモル

mV ミリボルト

nmol/l リットル当たりのナノモル（ミリマイクロモル）

ratio 比率

s 秒

vol% 体積百分率
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9.5 使用する数式と方程式

体表面積 (BSA) の計算 数式を使用する場合、これらは近似式であることを忘れないでください。ユー
ザーは手動入力のために近似式を使用する際に十分に注意する責任があります。
妥当性を確認するために、計算されたデータを確認する必要があります。

> > >  体格  ページ 3.13

体表面積 (BSA)の計算式

デュボア式

モステラー式

ヘイコック式

ゲハン・ジョージ式

ボイド式

藤本式

シュリッヒ式

高平式

0.007184 * 身長 0.725 * 体重 0.425

身長 * 体重
3600

0.024265 * 身長 0.3964 * 体重 0.5378

0.0235 * 身長 0.42246 * 体重 0.51456

0.0003207 *  身長  0.3  *  (体重  *  1000) 0.7285 - 0.0188 *  log(身長  *  1000)

0.008883 * 身長 0.663 * 体重 0.444

:  0.000579479 * 身長 1.24 * 体重 0.38

:  0.00097582 * 身長 1.08 * 体重 0.46

0.007241 * 身長 0.725 * 体重 0.425
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流量を計算する式 流量は、BSA（体表面積）、または患者体重から算出することができます。
BSA に基づいて流量（体外循環ボリューム）を決定する場合、流量係数が使用
されます。

患者の体重に基づいて流量を決定する場合、FlowVolumeTable.xml 表の流量係
数が使用されます。

計算された流量 [ l/min ] = BSA [ m2] * 流量係数 [ l/min/m2 ]

体重範囲
[患者の体重（kg）]

流量係数
[l/min/m2]

33 ≤

8.201~3 >

6.251~01 >

5.203~51 >

4.203 >

計算された流量  [ l/min ] = 体重 [ kg ] * 
流量係数 [ ml/kg/体重 ]

1000

体重範囲
[患者の体重（kg）]

流量係数
[ml/kg 患者の体重 ]

0513 ≤

05101~3 >

52151~01 >

00103~51 >

5703 >
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血液ボリュームを計算す
る式

血液ボリュームは、患者の体重から算出することができます。
患者の体重に基づいて血液ボリュームを決定する場合、BloodVolumeTable.xml  
表の流量係数が使用されます。

ヘモグロビンデータを計
算する式

予想ヘモグロビンデータは、全体積に対する総ヘモグロビンの比率です。

総ヘモグロビンデータを求めるためには、プライミングボリュームを追加する
必要があります。
総プライミングボリュームは単回用量で投与されます。

プライミングボリュームを数回に分けて追加する場合（オプション）、それぞ
れのヘモグロビンデータを指定する必要があります。少なくとも 1 つのヘモグ
ロビンデータをプライミングダイアログボックス（> > >  プライミング ページ
3.121）の設定に入力する必要があります。

総ボリュームは血液ボリュームとプライミングボリュームを含みます。

血液ボリューム [ ml ] = 体重 [ kg ] * 流量係数 [ ml/kg ]

体重範囲
[患者の体重（kg）]

血液ボリューム
[ml/kg]

男性 女性

≤ 5 90 85

> 5 ~ 10 85 80

> 10 ~20 80 75

> 20 ~ 45 75 70

> 45 70 65

 予期  Hb データ[ g/dl ] =  
総 Hb データ  [ g ]

総ボリューム  [ ml ]
  * 100

 総 Hb データ  [ g ] = 術前の Hb データ  [ g/dl ] * 
血液ボリューム [ ml ]

100

 総 Hb データ  [ g ] =  
 Hb 投与量 [ g/dl ]

100
  *  総投与量  [ ml ]

総ボリューム  [ ml ] = 血液ボリューム [ ml ] + プライミングボリューム [ ml ]
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血液ボリュームを計算す
る式

血液ボリュームは、患者の体重から算出することができます。
患者の体重に基づいて血液ボリュームを決定する場合、BloodVolumeTable.xml  
表の流量係数が使用されます。

ヘモグロビンデータを計
算する式

予想ヘモグロビンデータは、全体積に対する総ヘモグロビンの比率です。

総ヘモグロビンデータを求めるためには、プライミングボリュームを追加する
必要があります。
総プライミングボリュームは単回用量で投与されます。

プライミングボリュームを数回に分けて追加する場合（オプション）、それぞ
れのヘモグロビンデータを指定する必要があります。少なくとも 1 つのヘモグ
ロビンデータをプライミングダイアログボックス（> > >  プライミング ページ
3.121）の設定に入力する必要があります。

総ボリュームは血液ボリュームとプライミングボリュームを含みます。

血液ボリューム [ ml ] = 体重 [ kg ] * 流量係数 [ ml/kg ]

体重範囲
[患者の体重（kg）]

血液ボリューム
[ml/kg]

男性 女性

≤ 5 90 85

> 5 ~ 10 85 80

> 10 ~20 80 75

> 20 ~ 45 75 70

> 45 70 65

 予期  Hb データ[ g/dl ] =  
総 Hb データ  [ g ]

総ボリューム  [ ml ]
  * 100

 総 Hb データ  [ g ] = 術前の Hb データ  [ g/dl ] * 
血液ボリューム [ ml ]

100

 総 Hb データ  [ g ] =  
 Hb 投与量 [ g/dl ]

100
  *  総投与量  [ ml ]

総ボリューム  [ ml ] = 血液ボリューム [ ml ] + プライミングボリューム [ ml ]
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ヘマトクリットデータを
計算するための式

予想ヘマトクリットデータは、全体積に対する総ヘマトクリットの比率です。

総ヘマトクリットデータを求めるためには、プライミングボリュームを追加す
る必要があります。
総プライミングボリュームは単回用量で投与されます。

プライミングボリュームを数回に分けて追加する場合（オプション）、それぞ
れのヘマトクリットデータを指定する必要があります。少なくとも 1 つのヘマ
トクリットデータをプライミングダイアログボックス（> > >  プライミング ペー
ジ 3.121）の設定で入力する必要があります。

総ボリュームは血液ボリュームとプライミングボリュームを含みます。

 予期 Hct データ  [ % ] =  
 総 Hct データ  [ % ]

 総ボリューム  [ ml ]
  * 100

総 Hct データ  [ % ] =  
 術前の Hct データ  [ % ]

100
  *  血液ボリューム [ ml ]

総 Hct データ  [ % ] =  
 投与された Hct 量 [ % ]

100
  *  総投与量  [ ml ]

総ボリューム  [ ml ] = 血液ボリューム [ ml ] + プライミングボリューム [ ml ]
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GDP Monitor のための方
程式 酸素供給量の計算 (DO2):

酸素消費量の計算 (VO2):

二酸化炭素産生量の計算 (VCO2):

インデックスの計算：

ml
min

mlO2l
min

Hct
2.94

63.1Q  =2OD **
gr

100 ml血液 gr
mlO20.003* 10*mmHg * 100 ml血液

SaO2 %* + PaO2 mmHg

ml
min

mlO2l
min

Hct
2.94

63.1Q  =VO2 **
gr

100 ml血液 gr
mlO20.003* 10*mmHg * 100 ml血液

SaO2 %* – SvO2 % PvO2+ – mmHgPaO2mmHg

ml
min

l
min

VCO2 =  Qf CO2exh * 1.15*mmHg

DO2i: 酸素供給指数
DO2: 酸素供給量
BSA: 体表面積

VO2i: 酸素消費指数
VO2: 酸素消費量
BSA: 体表面積

VCO2i: 二酸化炭素産生指数
VCO2: 二酸化炭素産生量
BSA: 体表面積

ml
min*m2

DO2i

DO2

= 

ml
min

BSA m2

ml
min*m2

VO2i

VO2

= 

ml
min

BSA m2

ml
min*m2

VCO2i

VCO2

= 

ml
min

BSA m2
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一般的な計算 次の計算のためには、少なくとも 1 つのデータが HLM により記録されている必
要があります。

dP = 圧力 1 − 圧力 2
または
dP = P1 − P2

デルタ P (∆ P または dP): 差圧

2 つの圧力データの差、これらのデータの少な
くとも 1 つが、HLMにより記録され、Recorder 
ソフトウェアに転送されている必要がありま
す。

P1 −> dP 差圧を求めるために、システムデータは設定で 
P1 (圧力 1) に割り当てられています。

P2 −> dP 差圧を求めるために、システムデータは設定で 
P2 (圧力 2) に割り当てられています。

dT =
温度 1 − 温度 2

デルタ T (∆ T または dT): 温度の差

2 つの温度の差、これらのデータの少なくとも 
1 つが、HLMによって記録され、Recorder ソフ
トウェアに転送されている必要があります。

動脈流量(ArtFlow): HLMにより記録され、
Recorder ソフトウェアに転送されます。

計算された流量 : 選択した式を用いて算出され
ます (流量を計算する式、9.7ページを参照 )

SVR: 全身血管抵抗
（血管の末梢抵抗）

MAP: 平均動脈圧 (患者モニタにより記録され、
Recorder ソフトウェアに転送された動脈圧 )

CVP:(患者モニタにより記録され、Recorder ソ
フトウェアに転送された中心静脈圧 )

計算された心係数 : 計算された心係数

算出された体表面積（BSA）に対する動脈流量
（ArtFlow）の比率
動脈流量は、HLM より記録され、Recorder ソフ
トウェアに転送されます。

相対流量 = 動脈流量
計算された流量

SVR =
動脈流量

*(MAP –  CVP) 79.9

計算 心係数  =
BSA  [m 2] 

動脈流量 [l/min] 
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9.6 互換性のある外部装置

互換性のある外部装置のリストについては、サービス技術者に連絡してくだ
さい。

9.7 表

装置 ID（UID）またはシステムデータのリストについては、サービス技術者に
連絡してください。

9.8 環境規制に準拠する廃棄処分

Datapad の廃棄については、 Datapad の取扱説明書を参照してください。

9.9 電磁適合性に関する情報

Datapad およびシステム全体の電磁環境適合性については、Datapadの取扱説明
書を参照してください。

9.10 保証

契約で合意された保証条件が適用されます。
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9.11 ライセンス契約

CONNECT Manager のソフトウェアコンポーネントのライセンスは、サー
ビス技術者によるソフトウェアのインストールによって発行されます。

◗ 使用許諾契約書をよくお読みください。

!
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10 キーワード索引

ディスポーザブル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.25–??

A
ATS
症例データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.60

B
BSA
計算  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.6

G
GDP Monitor
患者のステータスの決定  . . . . . . . . . . . . . 4.79–4.83
構成 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.75–3.77
使用  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.75
方程式 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.10
要件  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.75, 4.81

H
HeartLink セット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5.1–5.6
カードリーダー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5.4–5.6
ドライバのインストール  . . . . . . . . . . . . . . . 5.1–5.3

M
Manager
データのインポート . . . . . . . . . . . . . . . 3.136–3.137
データのエクスポート  . . . . . . . . . . . . . 3.134–3.135
設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.1–3.4

Manager での入力
プライミング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.43–3.46
レポートパス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.106
医療機関データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.105
一般的なボタン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.7–3.10
一般的な手順 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.7–3.10
基本設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.105–3.106
凝固  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.49
血液ガス (症例データ )  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.48
血液ガス (体外循環画面 )  . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.71
血液サンプルのソース  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.47
手術チーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.19–3.22
臨床データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.16–3.18

R
Recorder
インプラント  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.36
インポート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.5–4.6
チェックリスト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.37
プライミング  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.33
ユーザーナビゲーション  . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.2
患者データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.26
凝固 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.35
血液ガス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.34
手術チーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.31
術後の追加 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.38
製品 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.32
設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.4–4.23
体外循環を始める前に  . . . . . . . . . . . . . . . . 4.5–4.22
体外循環中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.23
体格 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.27
注記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.43
入力ダイアログボックス  . . . . . . . . . . . . .4.47–4.48
入力ダイアログボックス (タグクラウド ) 4.59–4.63
臨床データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.28–4.30

RFID カード  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5.4–5.6

Z
アウトプット
体外循環記録  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7.1–7.6

イベント
エラー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.86
確認 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.85–4.87
警告 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.87
指示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.86
表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.85–4.87

イベントチャート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.67
インプラント

Recorder  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.36
新しい症例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.125

インプラント (Manager) . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.50–3.51
インベントリレポート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.17–8.19
エクスポート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.20

インベントリレポート（統計）  . . . . . . . . . . .8.16–8.20
インポート (Recorder) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.5–4.6
エクスポート
インベントリレポート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.20
体外循環記録  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7.7–7.8

オンラインバー表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.64
カードリーダー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5.4–5.6
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ガス流量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.69
カニューレ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.42
クエリセット（統計）  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.8–8.12
システムデータ
計算 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.101–3.103
定義 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.96–3.100

ソフトウェア
問題  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .6.1

タイマー
定義 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.104

タグクラウド
構成 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.78–3.95
選択リストの編集  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.88–3.92
入力ダイアログボックス . . . . . . . . . . . . . 4.59–4.63
入力パネル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.58
表示  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.93–3.95

チェックリスト
Recorder  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.37
新しい症例  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.127

チェックリスト (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . .3.52–3.56
チャート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.65
データ
構成 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.96–3.106

データのインポート (Manager)  . . . . . . . . . 3.136–3.137
症例マネージャ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.97–4.99

データのエクスポート (Manager)  . . . . . . . 3.134–3.135
データをインポート (Recorder)  . . . . . . . . . . . . .4.5–4.6
データをエクスポート (Recorder)
症例マネージャ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.90
設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.95

データをエクスポート（統計）  . . . . . . . . . . . 8.13–8.15
データ転送
問題  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6.3

データ表 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.66
ディスポーザブル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.25–3.35
パスワード
問題  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6.2

バランス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.68
フィルターを選択  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.17–8.19
フィルターを選択（インベントリレポート） 8.17–8.19
フィルターを選択（統計）  . . . . . . . . . . . . . . . . .8.5–8.7
プライミング

Manager  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.43–3.46
Recorder  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.33
新しい症例  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.121–3.122

ヘマトクリットデータ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.9
ヘモグロビンデータ
計算  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.8

ユーザーインターフェース
統計  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.2

ライセンス
CONNECT Manager  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.10
CONNECT Recorder  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.10

ライセンス契約  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.13
ラベル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.1
ラボ血液ガス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.71
レポートの作成  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7.1–7.11
レポートパス (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.106
安全  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1.6–1.9
安全に関する指示
データセキュリティ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.9
使用  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.8
全般  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.7

医療機関データ (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.105
一般的な
計算  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.11

外部装置
問題  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6.2

概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.1–1.2
Manager ユーザーインターフェース  . . . . . . . . . 3.5
ユーザーナビゲーション (Recorder) . . . . . . . . . . 4.2
ワークフロー (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . .3.1–3.4
設定メニュー (Recorder)  . . . . . . . . . . . . . . 4.7–4.22
体外循環画面  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.45–4.46
統計ユーザーインターフェース  . . . . . . . . . . . . . 8.2

患者データ
Recorder . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.26
構成 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.11–3.12
新しい症例  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.111

患者のステータス
GDP Monitor . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.79–4.83

換算  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.3–9.5
環境規制に準拠する廃棄処分 . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.12
機器  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.36–3.41
記号  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.2–1.5
凝固

Manager . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.49
Recorder . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.35
新しい症例  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.123–3.124

禁忌  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.7
計算  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.9

BSA . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.6
ヘマトクリットデータ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.9
ヘモグロビンデータ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.8
一般的な  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.11
血液ボリューム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.8
流量  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.7
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血液ガス
Recorder . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.34

血液ガス (Manager)
症例データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.48
新しい症例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.123–3.124
体外循環画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.71

血液サンプルのソース (Manager) . . . . . . . . . . . . . . 3.47
血液ボリューム
計算  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.8

検索機能  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7.10
構成

GDP Monitor . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.75–3.77
イベントチャート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.67
インプラント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.50–3.51
オンラインバー表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.64
ガス流量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.69
カニューレ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.42
システムデータの計算  . . . . . . . . . . . . . 3.101–3.103
システムデータの定義  . . . . . . . . . . . . . . 3.96–3.100
タイマーの定義 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.104
タグクラウド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.78–3.95
チェックリスト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.52–3.56
チャート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.65
データ表 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.66
ディスポーザブル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.25–3.35
バランス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.68
プライミング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.43–3.46
ラボ血液ガス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.71
リスト (タグクラウド )  . . . . . . . . . . . . . . 3.78–3.92
患者データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.11–3.12
機器  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.36–3.41
血液サンプルのソース  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.47
手術チーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.19–3.22
症例データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.11–3.60
症例データ - 凝固  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.49
症例データ - 血液ガス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.48
心筋保護 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.73–3.74
製品  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.23–3.42
装置 /データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.96–3.106
体外循環画面 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.61–3.95
体格  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.13–3.15
表示 (タグクラウド )  . . . . . . . . . . . . . . . . 3.93–3.95
臨床データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.16–3.18

仕様書  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.1
使用

GDP Monitor . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.75
使用目的  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1.6
手術チーム

Recorder . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.31
新しい症例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.116–3.117

手術チーム (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.19–3.22
術後の追加
症例データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.129–3.133

術後の追加 (Recorder)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.38

症例データ
ATS (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.60
構成 (Manager) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.11–3.60
術後 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.57–3.60
術前 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.11–3.56
品質スコア (Manager) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.58
流量 / 圧力 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.57

症例マネージャ (Manager) . . . . . . . . . . . . . 3.107–3.133
心筋保護 (Manager) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.73–3.74
新しい症例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.107–3.133
インプラント  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.125
チェックリスト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.127
プライミング  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.121–3.122
患者データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.111
凝固 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.123–3.124
血液ガス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.123–3.124
手術チーム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.116–3.117
製品 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.118–3.120
体格 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.114–3.115
臨床データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.116–3.117

数式  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.6–9.11
製品  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.23–3.42

Recorder  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.32
カニューレ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.42
ディスポーザブル製品 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.35
機器 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.36–3.41
新しい症例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.118–3.120

設定 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.1–3.4
一回限りの措置  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.1–3.2
毎日の措置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.3–3.4

設定 (Recorder)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.4–4.23
体外循環を始める前に  . . . . . . . . . . . . . . . . 4.5–4.22
体外循環中 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.23

設定メニュー (Recorder)
システムデータの概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.14
システムデータの定義  . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.7–4.8
タイマーの定義  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.17
データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.18
データ計算 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.13
ラボデータ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.15
凝固データ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.16
装置マッピング  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.9–4.11

選択（統計） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.4–8.12
装置
構成 (Manager) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.96–3.106

体外循環画面 (Manager) . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.61–3.95
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体外循環画面 (Recorder)
GDP Monitor  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.79–4.83
ガス流量  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.67
コンテンツパネル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.50
タイマー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.57
タグクラウド  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.58
ナビゲーションパネル  . . . . 4.64–4.83, 4.88–4.89
バランス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.65
メインビュー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.45
凝固  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.73
血液ガス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.70
心筋保護  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.76
体外循環データ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.49
入力ダイアログボックス . . . . . . . . . . . . . 4.47–4.48
入力ダイアログボックス (タグクラウド ) 4.59–4.63

体外循環記録
アウトプット  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7.1–7.6
エクスポート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7.7–7.8

体格
Recorder  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.27
構成 (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.13–3.15
新しい症例  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.114–3.115

単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .9.3–9.5
注記 (Recorder) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.43
統計 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8.1–8.20
インベントリレポート  . . . . . . . . . . . . . . 8.16–8.20
クエリセット  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.8–8.12
データをエクスポート  . . . . . . . . . . . . . . . 8.13–8.15
フィルターを選択  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8.5–8.7
ユーザーインターフェース . . . . . . . . . . . . . . . . . 8.2
選択  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8.4–8.12

入力ダイアログボックス (Recorder)  . . . . . . 4.47–4.48
入力ダイアログボックス (タグクラウド )  . 4.59–4.63
表示
イベント  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.85–4.87
ガス流量  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.67
コンテンツパネル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.50
タイマー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.57
バランス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.65
凝固  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.73
血液ガス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.70
心筋保護  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.76
体外循環データ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.49
追加的な体外循環データ . . . . . . . . . . . . . 4.64–4.83

品質スコア
症例データ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.58

部品番号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.2
保証 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .9.12
方程式 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.6–9.11

GDP Monitor  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.10

問題
ソフトウェア  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6.1
データ転送  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6.3
パスワード  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6.2
外部装置  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6.2

要件
GDP Monitor . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.75, 4.81

流量
計算  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9.7

流量 / 圧力
症例データ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.57

臨床データ
Recorder . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.28–4.30
新しい症例  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.116–3.117

臨床データ (Manager)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3.16–3.18
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